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ザイール川 とタンガニイカ湖漁撈民の魚類認知の体系
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1.は じ め に

1.1.研 究 の 目的 と調査の方法

本報告は,熱 帯ア フ リカの陸水で の漁撈を主生

業 と してい る人 々が,魚 類 に対 して どの ような知

識を もってい るかを明 らかにす るこ とを第一 の目

的 と してい る.自 然 と人間 の関係 の諸相 の解 明に

は さまざまのア プローチが可能で あろ うが,こ こ

ではエ スノ ・サイエ ンス とい う立場に立 って記載

をお こな う.漁 撈 活動 その ものにつ いては別報を

準備中であ る.民 族魚類学につ い て の研究報告

は,民 族植物学な どとは対照的 に きわめて 少 な

く,MORRILL(1967),ANDERSON(1969,1972),

BULMER et al.(1975),AKIMICHI(1978)な どがあ

るにす ぎない.こ とに多種 の淡水 魚類が分布す る

アマ ゾン,熱 帯 アフ リカ,東 南 ア ジア等 は,今 日

なお続 々と新種が発見 され る地域 であ り,民 族魚

類学的な調査はほ とん ど手つかず のままであ ると

言 っても過言ではない.

本報 の第二 の 目的は,大 河 と大湖 とい う二 つの

異な る水界環境 で,そ れぞれ魚に依存 して生活 し

てい る集団間の比較を試み るとい う点にあ る.こ

の比較 に よって,熱 帯ア フ リカにおけ る1)魚 類

相 と,2)魚 類 に対す る認知体系,3)生 業 活動 な

い し生業経済 の三者 の関係 の諸相が よ り明 らかに

な るもの と考 え る.

調 査にあた っては,魚 種 の採集 と同定に多 くの

時間が さかれた.採 集は,漁 撈 活動の場 と集落 や

市場でお こな った.標 本が新鮮な うちに方名やそ

の性質についての聞 き込みをお こない,ホ ルマ リ

ン標本に して 日本に持ち帰 った.標 本は,1979年

度 京都大学動物生態学研究室 タンガニイ カ湖 ・ザ

イ ール川生態調査隊 のラベルを付 して同研究室 に

保管 してあ る.標 本番号09105～09217が ザ イー.

ル 川,09500～09683が タ ンガニイ カ 湖か らの標

本であ る.

タ ンガニイカ湖 の魚種はPOLL(1953,1956),

BRICHARD(1978)を 用 いて現地で同定をお こな っ*沖 縄大学法経学部一般教養科講師
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た.ザ イール川 の標本はBOULENGER(1909-1916)

を中 心に脚注1)に 示す文献 も参照 して同定 した.

同 定にあた っては,京 都大学農学部水産学教室の

山岡耕作氏 と京都大学理 学部動物学教室の高村健

二氏 の御援助を得たが,同 定の最終的な責任は筆

者にあ る.

認 知体系に関す る聞 き込みは,1調 査地 あた り

2人 ない し5人 のイ ンフ ォーマ ン トを対象に実施

した.

1.2.調 査 地域 と部族

調査地域はザイ ール河畔 とタ ンガニイカ湖畔 の

2ヵ 所であ る.両 地域はいずれ もザイ ール共和国

のキ ヴ(Kivu)州 に 属 している.前 者は マニエ マ

(Maniema)亜 州 キン ドウ(Kindu)県,後 者は

南 キ ヴ(Sud-Kivu)亜 州 フ ィジイ(Fizi)県 に 含

まれ る(図1).

1.2.1.ザ イール河畔

ザ イール河畔では,マ ニエ マ亜州 の州都 キ ン ド

ゥの下流に居住す る赤道バ ン トゥー系 のソンゴー

ラ(Songola)族 を調査対象 に した(図2).調 査

期間は1978年7～12月,1979年12月 ～1980

年2月 であった.ソ ンゴー ラ族 にはい くつかの支

族が含 まれ るが,調 査をお こな ったのは,エ ニ ャ

(Enya)支 族,グ コ(Kuko)支 族,ビ ンジ ャ(Bi-

nja)支 族 であった.エ ニャ支族は ザイール 川沿

いに列状集落をつ くり,年 間 を通 じて漁撈 生活を

営んでい る.そ の他の支族は街道 をは さんだ平行

集落をつ くり,焼 畑農耕 を主 な生業 と してい る。

魚類の認知 と漁撈 活動についての調査 の重点はエ

ニャ支族2)に 置いた.

図1 ザイール共和国における調査地の位置

図2 ザイール川での調査集落と部族の分布

[太い実線は道路を示す.■ は物々交換市で

ある.]

1) NICHOLS et GRISCOM (1917), DAVID et POLL

   (1937), PoLL (1957; 1959; 1967; 1971; 1973;

   1976),PoLL et GOSSE(1963), GUNTHER(1973),

   GERY(1977),BANISTER and BAILEY(1979)な ど.

2)Enya,Wagenia等 の名 称 を も ち専 業 的 漁撈 を主

生 業 とす る集 団 が,カ ソ ンゴ(Kasongo),キ ン

ドゥ,キ サ ンガ ニ(Kisangani)(図1)を 中 心

と して,ザ イ ー ル川 沿 い に分 布 して い る.カ ソ ン

ゴ周 辺 の集 団 は ルバ(Luba)族 起 源 で あ る とい

い,キ サ ンガ ニ の集 団 は レガ(Lega)族 に近 縁 で

あ る と され て い る(BULCK,1948,p.502).キ ン

ド ゥ周 辺 の集 団 は,現 在 で は ソ ン ゴー ラ族 に帰 属

意 識 を も っ て お り,後 述 の よ うに 言語 的 に も ソ ン

ゴー ラ語 の一 方 言 を話 して い る.伝 承 で は,キ ン

ブ ル(Kimbulu)集 落 の 集 団 は,レ ガ族 の土 地 か

らエ リ ラ(Elila)川 を筏 で 下 っ て き た とい い,ム

ル ンベ ラ(Mulumbila)集 落 の リネ ー ジ は ザイ ー

ル 川本 流 の 上 流 か らや っ て き た とい う(図2).
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図3 タ ンガニイカ湖での調査集落と部族の分布

1.2.2.タ ン ガニイ力湖畔

タンガ ニイカ湖畔では ウブ ワリ(Ubwari)半

島 に居住す るブワリ(Bwari)族 に 調査の重点を

置いた.調 査期 間は1979年9～11月 で あ った.

こ の間,南 キ ヴ亜 州の州都 ウ ヴィラ(Uvira)か

ら約100km南 方 のバ ラカ(Baraka)に 居 住す

るベ ンベ(Bembe)族 に ついて約1週 間,ル ハ ン

ガ(Luhanga)に 居 住す る ヴィラ(Vira)族 に つ

いて2日 の調査 をお こなった(図3).

ブ ワ リ族はベ ンベ族 の下位集団 と見な されてい

る(BOONE,1961,p.19).し か し彼 ら自身 の主張

す るところに よれば,ブ ワ リ族 には南方 の ル バ

(Luba)族 の土地か ら来た グル ープと,北 のル ン

デ ィ(Rundi)族 の土地か ら来た グループが あっ

た とい う.mwami(首 長)の リネージは,ブ ルン

デ ィの支配者階級であ る トゥシ(Tusi)族 そ のも

,ので あるとされてい る.

ベ ンベ族は,マ ニエ マ地方 の レガ(Lega)族 由

来であ ることが知 られ てい る(BOONE,1961,p.

22).

ヴ ィラ族は,ウ ヴィラ周辺 のご く限 られた地域

に住んでい る.ウ ヴィラ北方 のル ジジ(Ruzizi)

川 右 岸に住 んで いるフ レロ(Fliru)族 と近縁 で

あるとい う.湖 岸沿 いに居住す る諸部族 のおもな

生業は ダガーと呼ばれ るニシ ン科 の小魚を獲 るこ

とか らな りた っている.

1.3.言 語

1.3.1.部 族 語

ソンゴー ラ語 はGUTHIUEのDグ ループに入 る

言語で(GUTHRIE,1967,p.12),い くつか の支族

方言 を区別す る ことができ る.そ の詳細 につ いて

は別報 で述べ た(安 渓,1981).こ こではエニ ャ支

族方言 の音 素 と名詞 の クラスを筆者 の調査結果 に

もとついて示す(表1).ブ ワ リ族 の言語 につ いて

公表 され た資料 はない.ヴ ィラ族 のイ ンフ ォーマ

ン トに よると,ブ ワ リ語 は ゾバ(Zoba)語 とほ と

ん ど同 じだ とい う.ゾ バ とい うのは,ヴ ィラ族 の

中の水辺 に住んで漁撈 を主生業 として きた集団を

指す名称だ とい う.ヴ ィラ語についてはMEEUS-

SEN(1951 c)に よ る 調査が あるが公表 されてい

表1 ソ ン ゴー ラ語 エ ニ ャ支 族 方 言 の音 素(A)と

名 詞 の ク ラス(B)
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表2 ブ ワリ語の音素(A)と 名詞のクラス(B)

な い.バ ン トゥー語の文献集を まとめたBASTIN

(1975)に よれば,ヴ ィラ語は ガンダ(Ganda),

ル ワンダ(Rwanda),ル ンデ ィ(Rundi),シ

(Shi)等 の諸語 とともにJグ ルー プに入れ られ

てい る.お そ らくブ ワリ語 もこの グルー プに入 る

ものであろ う.ブ ワリ語につ いて,筆 者 の調査 し

た音素 と名詞 の クラスを示す(表2).

ベ ンベ語は,ソ ンゴーラ語 とともにDグ ル ー

プに入れ られてい る.

以 上4つ の言語は,い ずれ も高低の トー ンを も

つ言語であ る.ブ ワ リ語 とヴィラ語は5母 音,ソ

ンゴーラ語 とベ ンベ語は7母 音で両者の間には違

いが認め られ る.ソ ン ゴーラ 語 ビ ンジャ 支族方

言,ヴ ィラ語,ベ ンベ語に関 し て はMEEUSSEN

の未 発表資料を利用 させていただ い た(MEEUS-

SEN,1951,a,b,c).

1.3.2.共 通 語

ザイール共和 国の東部 では,共 通 語 としてス ワ

ヒリ(Swahili)語 が 通用す る.タ ンザ ニアで使

われ るス ワヒ リ語 とは異 る点が多いので,ザ イ ー

ル ・ス ワヒ リ語 と呼んでおきたい.調 査地 はキ ヴ

州西端 と東端 であったので,ザ イ ール ・スワヒ リ

語 とは いっても両地域 の間には語彙 にかな りの相

違が見 られた.ブ ワリ族 の多 くの人 々は,タ ンザ

ニアとの往来が頻繁であ るためか,タ ンザ ニアの

ス ワヒリ語を も自由に操 ることがで きた.

筆 者の調査は,主 としてザイール ・ス ワヒリ語

に よって進 め られた3).

1.4.魚 類 相

アフ リ力産 の淡水魚は,44科,280属,2510種

が 知 られ てい る(POLL,1973,p.113).本 報 告で

扱 う魚種 はその うち表3に 示す22の 科 に属 して

いた.各 科の魚を図4に 示す.POLLは 魚 類相

か らみ て,ア フ リカ大陸を16区 に分け て い る

(POLL,1957,p.54).筆 者 が調査 した両地域 は,

ザ イール川沿 いが コンゴ(Congo)区 とルア ラバ

(Lualaba)区 の 境界に,タ ンガニイ カ湖がタ ンガ

ニイカ区に位置 している.

表3 調査地域で確認された魚類の科の構成

科 の配 列 はPOLL(1973)に 従 う.

科 番 号 09,10,15 は 筆者 に よ る仮 称.

3) 共 通語 は 〈 〉 に 囲 ん で表 記 す る.



ザイール川とタンガニイカ湖漁撈民の魚類認知の体系 5

コ ンゴ区か らは,42属669種 の 魚が知 られ,

そ の うち548種 が この区の固有種で あ る(POLL,

1974,p.22).ル ア ラバ区(Lualaba-Upemba-

Lufira)か ら は69属182種 が知 られてお り,そ

の うち41種 が この区の固有種 で あ る(POLL,

1976,p.20).タ ンガニイ カ区(タ ンガニイ カ湖

と湖 に流入す る河川を含む)か らは85属250種

以 上 の魚種が報告 され て お り,そ の うち44属

192種,が 固有種で ある(BRICHARD,1978,p.72-

76).こ れ ら3区 の特色は,種 数が きわめて多 く,

固 有種(タ ンガニイカ区では 固有属)の 占め る率

が高い ことであ る.

本 文中に"ザ イール川"と い う場合は,コ ンゴ

区 とルア ラバ区を合せた ものを,ま た"ザ イール

水系"と い う場合 は,こ の"ザ イ ール川"に タン

ガ ニイカ区を合せた水域 を指す ことにす る.

2.ザ イール川における魚類 の 認知― ソンゴ

ー ラ族の事例

2.1.環 境 の認知

森林の中に居住 している クコ支族については別

報(安 渓,1981)で 報 告 した ので,こ こではエ ニ

ャ支族 について述べ る.

2.1.1.人 間 の生活環境

ザイール川4)はlualaba(ngalaba)5)と 呼 ば

れ てい る.ザ イ ー-ル川沿 いの地帯はmuchili wa

lualaba"ル ア ラバの近 く",ザ イ ール川か ら隔 た

った地域はnkanda"陸 地"と 呼ぼれ てい る.

エ ニャ支族のkacha(集 落)は,lobele"岸 辺

(河辺 の斜面)"の 上 のmutundu"水 の つかない

所"に 位置 してい る.集 落の下の舟着 き場をibu-

ngu(ma-)と い う.ソ ンゴーラ族以外 の漁撈民

は,ザ イール川 のkilila(中 州)や,増 水期に水

没す るような所 にも住 んでい る.し か しこれは一

時的な滞在で あるこ とが 多 く,フ ィ ッシング ・キ

ャンプと呼ぶ方が よいで あろ う.

ル アラバ の上流はmulu,下 流 はmalingaと

い う.エ ニヤ支族 と クコ支族は,ソ ンゴーラの上

流の支族をBisimulu,,下 流 の支族 をBamalinga

と呼 ぶ.川 の対岸はkululu,こ ち ら側 はchaa-

mbaと い う.島 と岸 との間にで きた狭い水路は

mpukuと 呼 び,ザ イ ール川を遡 上す るときに利

用 され る.

2.1.2.魚 の生 息地(ハ ビタ ッ ト)

魚 が生息す る環境は,kiliba(湿 地),luuchi

(川),lualaba(ザ イ ール川本流)の3つ に分け

られてい る.キ ン ドゥ周辺 でluuchiと 呼 ばれ る

のはザイ ール川右岸 の支流Elila川 の みで,ほ か

の川 はkaachi(小 川)と 呼ばれ る.

killbaは,増 水期 または雨季に水没す る場所 を

指す.乾 季に も水 が引かない ような場所 は とくに

klchabachaba ki killbaと 呼 ぶ.ク コ支族は こ

れをmataluと 呼 んでい る.こ の ような湿地はた

いていnkungu yi kaachi"川 の 源頭部"に ある.

川 が ザイール川 に注 ぐ場所 は,musulu(河 口)と

呼 ぼれ てい る.

ザ イール川 の岸辺 に近 い部分 をkusiと い い,

流 れ の中央部 をmwiyaba"川 の 幅の中"と か,

muugi ya lualaba"ル ァ ラバ のまん中"と 表現

す る.

魚 の棲む場所 は,底 質 に よって 大 き く3つ に

分け られ る.lochombu(泥 湯),ise(砂 地),

mawe(岩 場)で あ る.lochombuは 湿 地 と川に

多い.砂 地は中州に多いが,大 増水が何回かあ っ

た あと,乾 季 に砂地 の露出す る所 が減 った.ma-

weは さ らにい くつかに分け られてい る.礫 岩 の

多い所 はbisangasangaと い い,二 枚 貝が多い

とい う.melaと い うのは,平 たい板状 の岩 を敷

きつめた ような場所 で,擢 を立てて もすべ って し

ま う.ntundiは ひ とかかえほ どの岩で,小 川に

もザイール川 に もあ る.家 くらい もある大 きな岩

はmununguと い い,乾 季 に頭 を出 し水が あた

って グ ォーツと音を立て る.mususa(急 流)は,

上 流のkikulu(巨 岩 の露 出 した所)に 見 られ る.

4)以 下 ザイ ー ル 川 と称 す る場 合 は,本 流 を指 す こ と

にす る.

5)以 下 部 族 語 の 複 数 形 は( )に 入 れ て示 す.(-)

は単 複 同 型.ソ ン ゴー ラ族 は,ル ア ラバ が海 とい

う も うひ とつ の ル ア ラバ へ 流 れ 込 ん で い る こ と を

昔 か ら ば くぜ ん と知 っ て い た とい う(DELHAISE,

1909,p.201).
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図4 ア フ リカの 淡 水魚
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図4の 説明

 1. Protopteridae Protopterus dolloi BLGR. 
 2. Polypteridae Polypterus congicus BLGR. 
 3. Clupeidae Limnothrissa miodon BLGR. 
 4. Notopteridae Xenom ystus nigri GTHR. 
 5. Mormyridae Morm yrops deliciosus 

                   (LEACH) 
 6. Characidae Hydrocynus goliath BLGR. 
 7. Citharinidae Distichodus fasciolatus 

                     BLGR. 
 8 a. Cyprinidae Labeo velifer BLGR. 
 8 b. Cyprinidae Engraulicypris bredoi POLL 
 9. Ichthyoboridae Eugnatichthys eetveldii 

                    BLGR. 
10. Amphiliidae Belonoglanis tenuis BLGR. 
11. Bagridae Auchenoglanis occidentalis 

                     Cuv. et VAL. 
12. Clariidae Heterobranchus longi filis 

                     Cuv. et VAL. 
13. Malapteruridae Malapterurus electricus 

                    GMEL. 
14. Mochocidae Synodontis decorus BLGR. 
15. Schilbeidae Eutropius grenfelli BLGR. 
16. Cyprinodontidae Lamprichthys tanganicanus 

                     (BLGR.) 
17. Channidae Ophicephalus obscurus 

                    GTHR. 
18. Anabantidae Ctenopoma oxyrhynchus 

                    BLGR. 
19. Centropomidae Lates niloticus (L.) 
20. Cichlidae T ylochromis lateralis BLGR. 
21. Mastacembelidae Mastacembelus congicus 

                     BLGR. 
22. Tetraodontidae Tetraodon mbu BLGR.

番号は表3の 科番号に対応 している.

 Reproduced from (POLL, 1957) by permission 
from the author and Kon. Mus. Tervuren, 
Beig.

植物 にかかわ りのある呼称 と しては,河 辺に藪

がせ り出 した所 をisengoと い う.丈 の高いイネ

科草本(makanga)が 群 生 してい る水辺 をma-

kangaと い う.

makila(流 し網)を 流せ る場所をkyanja ki

makila(網 の道)と い う.そ れ ぞれ の網 の道には

近 くの集落名が付 け られ てい る.網 の道 と網 の道

の間にはkikati(沈 ん でい る木)が あって網 を流

す ことがで きない.kikatiに は,kichindi(水 中

の伐 り株)とmukula(水 中 の倒木)と が ある.

乾季 な ら擢 が立つ浅 い所はmuima,深 い所 は

mulibaと い う.と くに深 い穴が ある所はikun-

duli(渦)が 巻 いてお り,kinchimbiと 呼 ぶ.

水 の表層 を ankanda ni maanji,中 層 を

mwingya maanji,川 底 を mbiluと い う.

魚類 のすみ かに関す るこれ らの知識の うち,魚

の生態 と関連 して頻繁 に出て くるものを表4に ま

とめた.

2.2.漁 法

ソン ゴーラ族 のエ ニ ャ支族 と ク コ 支族 の間に

は,漁 法の構成に違いがあ る.た とえば,ク コ支

族には小川や湿地で の小型 の魚を獲 る漁法が多い

が,エ ニャ支族には少ない.両 支族 の漁法を彼 ら

の分類 に従 って述 べ る.漁 法 にはf番 号の形 で コ

ー ドを付す .

f 10 ko-tota(素 潜 り) -totaは 潜 ること

で,Atoti mu-mbilu(彼 は水 の底 に潜 る)と い

うよ うに表現す る.ndubu(脱 頭 銛)を 持 って潜

るのはf 11でko-tota-ne-ndubuと 呼 ばれ る.

乾 季に家ほ どの大岩 の下に潜 って突 く方法 と,や

表4 ザ イ ー ル 川 にお け る魚 類 の ハ ビ タ ッ ト の 民

俗 知 識― ソ ン ゴー ラ族 エ ニ ャ支 族 の 場 合.
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は り乾季に岸辺のkibumbaと い う,土 に うがた

れた深い穴にひそんでい るギギ科の魚を突 く方法

の二つがあ る.濁 って視界 の効かない水中に長時

間潜 ることは,よ ほ ど度胸がない とで きな いと言

われ る.

f 20 ko-ela(掻 い 出 し漁) 小 川を 堰止 め

て水を掻い 出す漁で,主 として女が乾季に おこな

う.

f 21 ko-ela-ne-kaita 魚藤kaitaを 使 う

掻 い 出し漁で,栽 培2種,野 生6種 の植物が これ

に用 い られていた.小 川の岸辺で毒を流す のは男

の仕事であ る.

f 30 kalungu 釣 り.鉤 を 使 う 漁法 はf

31～f 36の6種 類が ある.餌 には,魚 の切 り身,

mosobo(ミ ミズ),mpose(ア フ リカオオ ゾウム

シの幼 虫)等 動物性 のものと,mbila(ア ブ ラヤ

シの実),kaomboomba(無 毒 種 キ ャ ッサバ芋 を

ゆでてつぶ した団子)等 の植物性 の餌が あ る.魚

はその食性か ら,1)鉤 に かか らない もの,2)キ

ャ ッサバ の団子 しか食べない もの,3)キ ャ ッサ

バ の団子以外 の餌を食べ るもの,4)あ らゆ る餌

を食べ るものの4つ に区別 され てい る.

f 31 malili つ け鉤.鉤 に半尋 の釣 糸を付

けて岸辺(表4のD1)ま た は湿地(同AとA1)

に縛 り,1日 に2回 餌 を取 りか え る.ナ マズ とハ

イ ギ ョが よく獲れ る.

f 32 mukanda 流 し鉤 であ るが,鉤 に2

尋 の釣糸を付け,mukulu(Raphiaヤ シの葉柄

の芯)を 浮 きに した ものを100か ら200,川 の面

に数kmに わた って流 し,主 と して シルベ科 の

魚を獲 る.

f 33 molomba 置 き鉤.長 さ1m余 の

molomba(パ ラ ソル トゥリー)の 浮 きに錘 と2,

3本 の鉤を付けた ものを30本 ばか り,岸 辺(D)

や エ リラ川(B)の 数 尋 の深 さの所 に入れ る.

f 34 mompeso 棹 釣 り.mombaka(棹)

を 使 う漁で,小 さな鉤 も大 きな鉤 も使 う.小 さい

鉤は子供 の遊びやf35の 餌 を獲 る ときに使 う.

大 きな鉤はibondo(Raphiaヤ シ)の 葉柄 の棹 を

使 って岸辺に立ててお く.こ の棹 は よく 浮 く の

で,力 の強い タイ ガーフィ ッシュな どが棹 ごと持

ってい って しまって も,丸木舟 で追 いかけ て捕 える

ことがで きる.

f 35 mutamba 延 縄.縄 に1尋 お きに ナ

イロン糸で鉤を200ほ ど付け る.キ ャッサバ の餌

ならサ カサナマ ズ科の魚がかか り,そ れ以外 の餌

ならナマズやギギがかか る.

f 36 mushipi 大 鉤.長 さ約80mm以 上

の鉤で,魚 を餌 に してオオナマズ,デ ソキナマズ,

ナ イルパ ーチな どを獲 る.

f 40 ilunga うけ.獣 を捕 え る罠 と同 じ名

前で呼ばれてお り,f 41～f 48の8種 が ある.

f 41 kalimu 円錘 形 の うけの一種で,満 水

期にイネ科草本 の中に仕 掛けて,コ ケ ビラメ科 の

大型の魚を獲 る.

f 42 moongoso 細長 い うけ.口 の直径が

10～20cm,長 さ1～2mの 長 円錘形で堰に差 し

込んで水流 に押 し流 され る魚を捕 える.小 川でお

こな う漁 であ る.

f 43 lubiya 堰 そ のもののこと.小 川に幅

10m,高 さ2mほ ど の堰を木で作 り,そ こにf

42に 似 た長 さ5mも あ る袋状 の うけmuanju

(mi-)を 差 し込む.小 乾季 のあとの,3～4月 の大

雨で川 に押 し流 され る小魚が大量に獲れ る.

f 44 kisubu 中型 の うけ.直 径25cm,長

さ60cmほ どの うけで,二 重 のかえ しがついて

い る.kyonyaと い う幼 虫をつぶ して葉 に塗 りつ

けたもので うけを くるみ,小 川 の浅瀬に入れ る.

f 45 kaleka 小 型 の うけ.f44と 同 じ形 だ

が,長 さが30cmほ ど しか ない.使 用法はf44

とほぼ 同 じ.た だ し乾季だけ の漁法であ る.

f 46 loleka 舟 べ りの うけ.長 さ6m,深

さ85cmほ ど のが ま 口状 の うけ.2人 で丸木舟

に乗 って,岸 辺 の藪(D2)に 舟 を寄せ,こ の 口の

下端に固定 した2本 の柄で 口を大 き く水中 に 広

げ,別 の長 い棒でやぶ の下をつついてひそんで い

る魚を うけ の中に追 い込み即座に引 き上げ る.主

として夜間にお こな う漁で,大 小 さまざまの魚が

獲れ る.

f 47 keteta 柵 と うけ を併用す る漁法 のぞ
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の1.RaPhiaヤ シの葉柄 を編 んで作 る柵luka-

1aを,岸 辺 にイネ科 の草が生えてい る所(D1)に

半 円形に巡 らせ,lupanga(山 刀)で この草を刈

り取 って次第に柵を縮 め,一 端に固定 し て あ る

kaonu(to-)と い う2m以 上 もあ る うけの中に

魚を追い込む.明 け方お こな う.

f 48 mpundi 柵 と うけを 併用 す る漁法の

そ の2.ま たは"鰍".末 広 が りに柵 を固定 してそ

の要 の地点にf47と 同.じ大型 の うけを固定 し,

夜,丸 木舟でそ っと近づいて,棒 で柵 の中をつつ

い て魚を うけ の中へ追い込む.乾 季 の漁だがザイ

ール川 の満水期には ,小 川を堰 き止め るよ うに し

て設置す ることもあ る.

f 50 makila 網 漁.f 51～f 59の9種 があ

る.川 底を流す網 はmakila mi mbiuと 呼 ぶ.

f 51 buchaka 流 し網 のそ の1.幅1mほ

ど の網で,網 目は指が4～5本 入 る大 きさ.昔 は

トウダイ グサ科のつ る草lukusaで 作 って い た

が,1950年 代 か らはナイ ロン糸で編 む よ う に な

った.網 の上端 にはlikupe(浮 き)を,下 端には

kanganda(錘)を つけ,浮 き と錘 の数 を調 節 し

て,川 底近 くを掃 いて通 るように しなけれ ばな ら

ない.長 さは1尋(kesembe)を 単 位 に計 るが,

普 通は300尋 程 度 で あ る.網 の両端に長 さ80

cmほ どの大浮 き(mbage)を 縛 りつけ る.乾 季

に も雨季 の増水期に も,昼 で も夜 で も流す ことが

で き,頭 が網の 目と同 じ大 き さの魚はすべ て獲れ

る.

f 52 abulamidesu 流 し網 のその2.工 場

で編み あげてあ るナイ ロン製 の網.糸 が細 く目が

指4本 分 と,f51よ り狭 いほか はf51に よ く似

る.11,12月 に サ カサナマズ科 の魚を獲 るのに適

す る.

f 53 chachacha 流 し網 のその 3.f52の

糸 を さらに細 く網 目を指2～3本 分 に したもので

乾季に用い る.破 れやす いので増水期 には適 しな

い.

f 54 melele 流 し網 のその 4-lukusaの

つ るを編んだ網(f 51)を 二 つ合わせ て幅 の広 い

網 をつ くり,片 腕ほ どの浮 きを30cmお きに付

け,錘 はつけない.長 さ150尋 く らい.昼 夜 とも

に用い る.現 在で はこの漁法 は見 られな くなって

いる.

f 55 sali 流 し網 のそ の5.浮 きを半尋 お

きに,錘 を1尋 おきに付 けて浮 くように した網 を

夜間に流 し,タ イガー フィッシュを獲 る.

f 56 makila-mi-mumpungu 流 し網 のそ

の6.網 目は指1本 幅 の細か い網.長 さは3～10

尋 と短 く,岸 辺近 くの水面 を20～50m流 して,

コイ科や カ ラシン科 の小魚mumpunguを 獲 る.

月夜 の明け方が よい とい う.

f 57 bukakalia 地 引 網.網 目が指2～2.5

本 幅 の網をlukusaの つ るで編んだ20～40尋 ほ

どの網で,浮 きは ひ じか ら指先 までの長 さ,錘 は

手首か ら指先 までの長 さの間隔で付 け る.夜 間2

人 で砂地 の出ている所 を,丸く囲んで,岸 に向けて

引 き寄せ る.ム ー ンフィ ッシュが よく獲れ るが,

最 近は この網 をつ くらない.

f 58 kikutu 刺 網.岸 辺や小川のイネ科 の

草 の間に固定す る.長 さは15尋 ほ どを1単 位 に

してい くつか仕掛け る.普 通 は,流 し網 と しては

もはや使えない破れた網(biuchu)を 利 用す る.

満 水期に藪が水底 に沈む 一時期に,こ の刺網 を も

っとも頻繁に用 いる.

f 59 limina 投 網.直 径4mほ どのナイ

ロン製 の投網.川 下 の ロケ レ(Lokele)族 が もた

らした もので,岸 辺 や舟 か ら投げ る.こ れ らの漁

法 の一覧表 を表5と して示す.

2.3.魚 類 の認知― ソンゴーラ族 の場合

魚をエ ニャ支族 はNFII6)(―)と 呼び,ク コ支

族 はKEsOKO(BI-)と 呼 ぶ.魚 以外 に水中 に生

息 してい るものと しては,ngubu(カ バ)とng-

wena(ワ ニ)が あ る.前 者 はNYAMA(け もの)

で あ り,後 者は水 中にいて鱗が あるか ら魚だ とい

うイ ンフ ォーマ ン トもいたが,keselele(尾 び れ)

が ない のだか らやは りNYAMAな のだ とす る説

が多か った.カ エル の類にはkilimba/mutuku7),

6)他 の方名を包摂する方名を包括名と呼び,こ れを

大文字で表わすことにする.

7)/の 記号は別名(シ ノニム)を 表記するために用

いる.
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表5 ソ ン ゴー ラ族 の漁 法

*ク コ支 族 の み が使 用 す る.

kamote,kempote等 の 方名があ り,こ れ らのオ

タマ ジャク シはiboloと 呼 ばれ,成 長 した もの と

ともにすべ て食用 にされ るが 魚ではない とい う.

節 足動物 はmopali(テ ナ ガエ ビ)やikala(カ

ニ)等 がお り,ク コ支族では"カ ニは少 ない が

lukulungunyu(ゲ ン ゴロウ)が われ われ の カニ

なのだ"と いい,こ の3者 は食用 とな るが 魚では

ない とされ る.そ の味が もっとも魚に近 いがや は

り魚ではない とされ るの はNKESE(―)と い

う包括名で呼ばれ る軟 体動物で,水 棲 のlokese

(カ ラスガイの ような二枚貝)kikulunkese(小

型 の二枚 貝),ikese(カ キ),lokoku(巻 貝),陸

棲 のnkola(ア フ リカマイマイ)等 が食用 とされ

る.結 局 ソンゴー ラ族 のNFIIな い しKESOKO

とい うフォー ク ・カテ ゴ リーは,ほ ぼ硬 骨魚類綱

とい う分類学上 の カテ ゴ リーに対応 してい るとい

うことがで き よう.

前 述 のように比較的 しっか りした分類 の枠組 を

もつかに見 える ソンゴーラ族 のNFII/KESOKO

に 含 まれ る多数 の方名 の一つ一つを同定 した結果

を表6に 示す.種 は科別に整理 し,科 の配列は

POLL(1973)に 従 い,科 内の属,属 内の種はそれ

ぞれアル ファベ ッ ト順 に並べ た.1)種 の集合 と,

2)シ ノニムを整理 した方名 の集合の,各 要 素間

の対応関係 の一 つ一つ に 番号を付 し,1)ま た は

2)の 任 意の要素に リファーで きるように す る.

な お後述 のタ ンガ ニィカ湖 の資料 と区別す るため

に,こ のザイール川 の資料にはZ-を 付す ること

にす る.表6に は レフ ァレンス番号,学 名,同 定

の根拠(4け た の番号は採集No.,Obs.は 筆 者 の

観察,Inf.は 図 鑑 の写真等で得た情報),体 長(頭

の先か ら尾鰭 のつけ根 ま で のstandard length

をmm単 位 で示す)を 記載す る.方 名は ソンゴ

ーラ族 のエ ニャ支族
,ク コ支族,ビ ンジ ャ支族に

ついて記載 し,共 通語に よる名称が あるものはそ

れ も記入 してあ る.ま た,前 述 の魚類 のハ ビタ ッ

トについての認知を表4の 略号で,そ れを獲 る漁

法に関す る聞 き込 み資料 を表5の 略号 で 記 入 し

た.

以下 の記載 は,主 としてエ ニャ支族のイ ンフ ォ

ーマ ン トか ら得た.そ れぞれのNFII(魚)の 性

質を彼 らの語 るまま記 した ものであ る.そ れ を次

の①～⑥ の項 目に分 けて順次記述 し,筆 者 の観察

ない しコメン トは,① の前に,あ るいは 〔 〕 に

囲んで⑥ の後に記す.

① どのよ うな魚か,他 の魚 との 相違点は 何

か.生 息地 と習性について.
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② 漁 獲の多寡 と季節性お よび,漁 法について

特記す べ きこと.

③ 味覚 と好悪について.

④ 俗信 につ いて.

⑤ 超 自然的用途(呪 薬のた ぐい).

⑥ その他(タ ブーに関す るものは ここに含め

る).

Z 1 kibuba(bi-) ①Z2の 大 きい ものを

指す.太 ももほ どにな る.

Z 2 nsembe(―) ① この魚の鰭 は mabe-

le(乳 房)と 呼ぶ.ヒ トと同 じように乳房 を もち,

これで泳 ぐ.② 釣 の餌には ミミズ,ア フ リカオオ

ゾウムシの幼 虫,油 ヤシの果実を用 い る.f 48

mpundi漁 で ときどき獲れ るが1度 に1匹 しか獲

れない.湿 地でf 36 mishipi漁 を す るとき運が

よい と2匹 とれ る.③1晩 煙 でいぶす とお い し

い.kisali(カ ワスズ メ科 の魚の燻製)の よ うな

味だ.ゆ でた ラ ッカセイのよ うに粉 っぼ くておい

しい.骨 が ない.女 は あま り食べたが らない.④

鰭 を油 ヤ シの幹 に巻 きつけて登 り,ヤ シ酒を飲む

といわれてい る.⑥kiila(タ ブ ー)が あ り,食 べ

る時にmokele(骨)を 噛みつぶ してはいけない.

この タブーを破 った男はmontembele(性 的不

能)に な る.

Z 3 mukunga(mi-) ① ワゲーニ ャの魚8)

で あ る.小 魚を食べ る.湿 地にいて湿地をゆ さぶ

る魚であ る.② 季節を問わず獲れ る.③ 肉が ニワ

トリに似 ているのでnkoko-yi-maanji(水 の ニ

ワ トリ)と も呼ぶ.⑥ 諺があ り,村 の人 々に喜 び

を もた らす男にた とえ られてい る.Mukunga lu-

tikisa maliba.Lusuu Iukwele mukunga,ma-

liba malala."ム ク ンガは湿地 を ざわめかせ る.

ム クンガが死 んだ 日には湿地は静 ま りかえ って し

まう."こ の諺 が意味す るところは,"い つ も笑 い

や歌 や話 で村中を愉快にす る男がいない と,村 は

静 ま りか えって しま う"と い うことであ る.

Z 4 kapandamukonge(to-)/mokombe(me-)

Z 3 の 子 供であ るとす る説 と,別 の魚であ るとす

る説が あった.後 の説 を となえた ものに よれば,

生 息地 な どはZ3に そ っ くりだが,親 指 くらいの

太 さに しかな らない とい う.② 目の細かいf58.

kikutu網 で 獲れ る.

Z 5 mukunga(mi-) ビ ンジャ支族方言.

Z 3 よ り黒 っぽい.ア ンブウェの ダム湖で獲れた

もの.

Z 6,Z 41 lundakala(n-) 科 が 異な るが

同 じ方名で呼ばれてい る.共 通語 ではZ 55も
"大 きい ndakala"と 呼 ばれてい る

.② 目の細か

い網で獲 る.〔 市場でZ6とZ7を ひ と山1ザ イ

ールで売 っていた(1979年 末 には1ザ イ ールは

ほぼ100円 で あ った).他 の魚 よ りも 高価 で あ

る.〕

Z 8 lukumbi (n-)/mukumbi(mi-) ①

紙 のよ うに うす っぺ らな魚.形 はT 117 ipepele

に 似 てい る.陸 に上が って も長 い間息 を し て い

る.⑥ タブーがあ り,こ れ をいつ も食べ ると,死

ぬ時にな って もなかなか死ぬ ことがで きない.ち

ょうどこの魚 の ように片胸は も う腐 りは じめてい

るのに,心 臓 はまだ 止 らないのだ.

Z 9～Z 26 モ ル ミルス科はす べてMPOTO

(―)な い しMOPOTO(MI-)と い う包括名を

もってい る.ク コ支族 と ビンジ ャ支族は こ れ を

kambobo(to-)と 呼 んでい る.共 通語の 〈ndo-

mondomo〉 とは 〈ndomo(唇)〉 が長い魚が多い

ことと関連があろ う.② 概 して水量が多い10～4

月 に よく獲れ る.ミ ミズで釣 ることもで き,f 50

網 漁 やf 40う け 漁で も獲れ る.

Z 9～Z 11 lukuui(n-) 吻 が長 く下垂 して

い る.① 体高は掌 ぐらいにな る.

Z 12 lobebe (m-) 下顎 の付 属物が円錘状

に長 く伸び る.ビ ンジ ャ名 の意味は"口 の カンボ

ーボ"で あ る.① 体高は掌ほ どにな る.③ 美味.

皮 は堅 いが身は軟 く頭は脂 っこい.

Z 13,Z 15～Z 17 losese(n-)Z 14,Z

24～Z 26も そ の呼称 の一部 にloseseと い う部分

を含んでい るが,単 にloseseと 呼 ばれ るものは,

下 唇がわずかに突 き出た ものだけであ る.① 体高

8)漁 撈 専 業 民 〈Wagenia〉 が好 む魚 とい う意 味.獲

れ て も,売 っ た り,物 々 交 換 の 市 へ 持 って 行 っ た

りせ ず に食 べ て しま う.
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表6 魚 類 の 認 知



ザイール川とタンガニイカ湖漁撈民の魚類認知の体系 13

ソ ン ゴ ー ラ 族 の 場 合
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表6 (つ づ き)
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表6 つ づ き
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表6 つづき
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表6 つづ き
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表6 つ づ き

同 定 の 基 準: 9163等 は標 本 番 号,Obs.は 観 察,Inf.は 図鑑 等 に よ る聞 き こみ.

体 長: Standard Length,

方 名 の 前 に3,2,1等 の番 号 が あ る もの は,そ れ らが ひ と組 の"出 世魚"と 見 な され て い る

ハ ビタ ッ ト: 表4の 略 号 を使 用 .

漁 法: 表5の 略 号 を使 用.聞 き込 み と筆 者 の観 察 に よ る.

は 掌 ほ ど に な る.

Z 14 losese-li-lualaba(nsese-chi-lualaba)

"ザ イ ー ル 川 の ロ セ セ"と い う名 前 を も っ て い る .

体 長 の 割 に 目が 大 き い.

Z 15～Z 17→Z 13 9)

Z 18 ntai(―) ①Z 19の 大 き くな った も

ので,長 さ80cm以 上,体 高 も25cm位 に な る.

魚 食性 であ る.② 釣 りあげ るとき丸太を引 き抜 く

よ うに抵抗 な く釣 れ る.③ 美味で,骨 まで食べ る

ことが で きる.

Z 19 momete(me-) ①Z 18の 小 さい も9) 矢 印 は"参 照"の 意.
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表6 つ づ き

こ と を示 す.数 字 が大 き い ほ ど上 の生 長段 階.

ので,魚 食性.

Z 20 munkumba-wa-lila(minkumba-ya-lila)
"エ リラ川の トゲウナギ(Z 133)"と い う名を も

ち,エ リラ川 に多い とい う.ビ ンジャ名は"口 の

短 いカ ンボーボ"の 意 ①Z 19に 非 常に よく似

た魚だが頭が よ り大 き く短い.太 さは腕 ほ ど,長

さ 約50cmに な る.②6～10月 の 減 水 期 に よ く

獲 れ る.

Z 21 momete-wi-kaachi(memete-yi-kaa-

chi) ①"小 川 の モ メ テ"〔 モ メ テZ 19よ り全

体 に 黒 っ ぼ く 寸 づ ま りで あ る.〕

Z 22 muchimasungu(mi-) ① 口 が 細 く



20 安 溪 遊 地

て長 い.口 はlukuui(Z 9～Z 11)の よ うに下 に

曲 らず,ま っす ぐであ る.体 高30cm近 くにな

る.MPOTOの 中 ではntai(Z 18)に つ いで大

き くな る.川 岸の土 の壁 に穴 を掘 ってそ の中に入

ってい る.③Z 12 lobebeの よ うに美 味.

Z 23 ibio(ma-) ①kinchimbi(深 い淵)

の底にすみ体高は掌2つ 分ほ どにな る.

Z 24 losese-li-kibungi(nsese-yi-kibungi)/

musikalubungi(mi-) ①"kibungi(霧)の

ロセセ"と い う名を もつ.体 色が霧 の ように真 白

いか らで ある.MIPOTOの 中 では最 も小 さい.

岸辺 の流れ のゆ るい所 にお り,捕 え ると 「グフグ

フグフ」と鳴 く.④musika-lubungiはmoseka

wasiya lubungi"霧 が 残 してい った乙女"の 略 で

あ る10).

Z 25,Z 26 losese-li-kisibili(nsese-yi-bisi-

bili) ①loseseの 中 では と くに小 さ く,下 唇

が全然突出 していない.口 がkisibiliに 似 てい

る.〔kisibili(ク コ支族方 言でkasibili)と は 齧

歯 目の哺乳動物 ケイ ンラ ッ トThrynomys sp.の

こ とであ る.〕

Z 27 ntafu(―) ① 掌2つ ほ どの体高にな

る.③ 口の部分が脂 こ くて美味.

Z 28,Z 31,Z 39 kibila(bi-) 一つ の名で

呼ばれ ていた.小 型 のカラシ ン科 の うち,比 較的

体高 の大 きいものを指す.も っ とも多い の はZ

28で あ った.① 岸辺の水面近 くにい る.② 棹 で釣

るときには,浮 きをつ けて鉤 が深 く沈 まない よう

にす る.5,6月 に よ く獲れ る.

Z 29 mumpungu(mi-) ① 岸 辺の水面近

くにい る.② 米飯 や油 ヤ シの果 実で釣 れ る.5,6

月 に 多い.f 56のmakila-mi-mumpungu(mu-

mpungu用 の小 さい網)漁 で1度 に200匹 も獲

れ る.Kinduの 市 場では6匹1山 で2ザ イール

もす る11)か ら もうけは大 きい.③ 食べ るとき小骨

が喉にひ っかか る.

Z 30 manda-yi-kibila (manda-yi-bibila)/

iyucha(maucha) MANDA(→Z 33)の1

種 とされてい る.manda-yi-kibilaと は,"kibila

(Z 28な ど)の ような小 さい歯を もったMAN-

DA"と い う意味だ とい う.①MANDAの1種

だが他 のMANDAほ ど大 き くな らない.③Z

124,mpapaの よ うに頭に肉が多い.肉 はZ 44,

MOKASAの よ うに粉 っぽ くて美味.④ この魚

を食べ てい るときに人 に呼ぼれた ら,口 を閉 じた

まま返事 を しない と,粉 が喉にひ っかか って咳 き

こんで しま う.

Z 32 mwenge(―) ② ザ イール川沿いで

は雨季 の満水期に,f 47 keteta漁 で 獲れ る.森

林に居 住す る支族は,乾 季 にf 20 ko-ela 漁 で 獲

る.③ 小骨が多い.

Z 33 MANDA(―) 包 括 名.Z 34～Z 37

のHydrocyonus属 とZ 30を 含む.② 乾季に,

水 面を流す網で よ く獲れ る.

Z 34 manda-yi-mwenge(―) ①mwe-

nge(Z 32)の よ うな 口を したMANDA.長 くて

白い.尻 鰭 の上半 分が赤 く,体 高は30cmに も

なる.最 も大 きいMANDAで あ る.

Z 35 mbinga(―) ①Z 35～Z 37は 同 じ

魚であるが生長す るにつれて呼び名が変 る 〔と考

え られ ている〕.大 き くな るが,Z 34ほ どにはな

らない.② 乾季に,夜 間f 55 sali漁 で獲 る.

Z 36 manda-yi-mumpungu(manda-yi-mi-

mpungu) ①"mumpungu(Z 29)の よ うな

MANDA".水 平 に3本 の縞があ る.

Z 37 kamangamanga(tu-) ① 指 ほ どの小

さいMANDA.② 乾 季,夜 間に指1本 半 とい う

目の細かい網を用いたf 56 makila-mi-mumpu-

ngu漁 で獲 る.

Z 38 lusalisali (n-) ① 小 川の小魚.kibi-

la(Z 28,Z 31,Z 39)は 白いが これは黄色い.

②kyonya(樹 上 に丸い巣をつ くる虫の幼虫)の

餌を用いて釣 る.

Z 39→Z 28

Z 40 ijungi(ma-) ビ ンジ ャ支族方言.①

サーデ ィンにそ っ く りだが,背 鰭 が長 い.③ 味 も

10)mosekaがmusikaに な っ て い るの はlubungi

との 母 音 調 和 の た め で あ ろ う.

11)1979年12月 現 在 の 価 格.1980年1月 に は,す

べ て の 魚 は1山1ザ イ ー ル(約100円)の 公 定

価 格 とな っ た.
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缶 詰 のサ-デ ィンに似 てい る.

Z 41→Z 6

Z 42 mbuli(―) 英 名 をmoonfishと い

う.①Z 43の 大 きい ものを指す.最 大 の ものは

体高が40cmほ どになる.②9,10月 に よく獲

れ る.③ 肉はZ 44 MOKASAに 似 て美味.⑥ 授

乳中 の女性は これを食べ てはな らない.こ の禁 を

破 ると子供がluambuと い う,肩 で息 をす る病

気にな る.

Z 43 lubuku(m-) ①Z 42の 小 さいもの

を指す.② 釣 りでは獲れ ない.③ 小 さい うちは泥

のにおいが して不 味.⑥ 授乳中 の女性が食べ るこ

とは タブーとされてい る.

Z 44 MOKASA(ME-) Distiohodus属

のすべ ての種(Z 45～Z 53)を 含 む.① 鱗 が鋭 く

よく網 を破 る魚.② 雨季の水位が最 も高い時期 に

よく獲れ る.体 高が掌2つ まで のものは8～12月

に よく獲れ る.③ 美味.⑥ 肉が黄色 い ものを授乳

中 の女性が食べ ることはタブーであ る.

Z 45 nchuna(―)/mokasa-wi-nchuna(me-

kasa-yi-nchuna) ①Z 46の 大 きい もの.こ

の魚がMOKASAの な かで もっとも大 きくな り,

体 高 は60cmに 達 す る.②5,6月 に獲れ る.⑥

授乳 中の女性が食べ ることは タブーとされ る.

Z 46 kimpukusu(bi-) ①Z 45の 小 さい

ものを指す.普 通は岸辺の大型イネ科草本の繁み

の中にい るが,洪 水 のあ とこの草が腐 る5月 には

その臭 いをのがれて,川 の中央部に移 る.〔 共通

語 〈mukasa-wa-maganga〉 は,〈maganga〉 と

い うイネ科草本 の繁み のモ カサ とい う意味 で あ

る。〕③ 小さいときは 〈maganga〉 の臭 いが して

不味.

Z 47 kakwembe(to-)/mokasa-wi-kasii(me-

kasa-yi-tusii) ①Z 47～Z 49は 同 一 の魚 と

されてい る.川 の中に沈 んでいる木(kikati)の

下 にお り,体 高30cmほ ど にな る.③ 脂が 白 く

非常に美味.こ れ を食べ ると胸がす 一っとす ると

い う.④ しか し,脂 が多いのでnda(下 痢)を お

こす こともあ る.

Z 48 kabumbwa(tu-) ① 体 高が掌2つ ま

で のものを この名で呼ぶ.

Z 49 mokasa-moelo (mekasa-meelo)

①"白 い モカサ"と い う意.掌1つ ほどの大 きさ

のものをこの名 で呼ぶ.② ミミズを餌 に し て釣

る.

Z 50 manchi(―)/mokasa-wi-kalomo(me-

kasa-yi-tolomo) ① 体 は大 きいのに 小 さな 口

が下 向きにつ いてい るのでkalomo(小 さな 口)

とい う.共 通語 で 〈mukasa-wa-cinq-minutes〉

と呼ぶ のは,水 か ら揚げ るとた った5分 で死 んで

しま うとい う意味 であ る.岩 に着 くnylnge(コ

ケ)を 食べ る.②6～9月 の減 水期,と くに8月

に よく獲れ る.

Z 51 mukupi(mi-) ①Z 51とZ 53は

よ く似 た模様 を もってい るが,Z 51は 口が細い.

②8月 に よく獲れ る.⑥ 授乳 中の女性が食べ るこ

とはタブーであ る.

Z 52 mulungusiiba(mi-)/mulunguchuma

(mi-) ① 尻 鰭が赤 く,体 側に3列 ほどの点 々

があ る.②3～5月 に よく獲れ る.小 さい個体は

f 53 chachacha 網 漁 で獲 り,5月 にはf48

mpundi漁 で 獲 る.ま れ にf 46 loleka漁 で も獲

れ る.⑥ 授 乳中の女性が食べ ることは タブーであ

る.

Z 53 nembe(―) ① 〈masamba〉 と共通

語で呼んでい るのは,布 地でZ 51とZ 53の 模

様に よ く似た ものが あ り,そ れが 〈masamba〉

と呼ぼれていたためであ るとい う.②8月 にた く

さん獲れ る.⑥ 授乳中 の女性が食べ ることは タブ

ーであ る.

Z 54 luundi(mpundi) ① この魚は"小 川

の小 さなlundakala(→Z 6,Z 41)"で あ るとい

う.lundakalaと 違 うところは,口 に 小 さな棘

〔歯〕 がない こと,体 の中ほ どに水平 の黒いす じ

が あることで ある.〔 別 の イ ンフ ォーマ ン トは,

"小 川のkibila"だ とい
った.〕

Z 55 mulubi(mi-) ①"大 きな 〈ndaka-

la〉"で あ る.親 指 ぐらいに までな る.月 の明るい

夜 明け方 に,虫 を求め てザイール川 を遡上す る と

い う.②3～10尋 の 目の細かい網(f 56)を 岸 辺
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近 くの水面 に流 し,9～3月 の間に獲 る.③ 味 は缶

詰のサ ーデ ィンに似 る.ク ズウコン科の葉でike-

ta(包 み 焼 き)に す ると美味.⑥ 値段 が高い.

Z 56 muntitinfii(mi-) ①mumpungu

(Z 29)に 似 た指ほ どの小魚.尾 鰭が 小 さい.小 さ

な木片 のよ うに堅 く,肉 も血 もな い.燻 製 に しな

くても腐 らない.② ごく稀な魚で,乾 季に 目の細

かい網 にかか ることがあ る.③ 食 べ られない.⑤

男性の精力剤 にな る.製 法 は,イ ネ科 のisungu-

sungu (Echinockloa pyramidalis)と 雄 の小犬

の睾丸を この魚に混ぜ て焼 き,そ の灰をkiyungi

(Pistia stratiotesサ トイモ科)で つ くる塩 と混

ぜ,下 腹 部 とその背側 に剃 刀で切 り傷をつけた と

ころへす り込む.傷 が治 ると精 力が つ くといわれ

る.〔 クコ支族 の集落 に この魚の干物 を もってい

る男がいて,1匹5ザ イ ール とい う高値 で売 ると

い っていた.〕

Z 57 mutanda (mi-) ①molonge(Z 59)

に 似 てい るが,よ り顔が短 くてひげが長 い.②

11～2月 に よく獲れ る.③ 燻製 にす ると非常 に美

味.そ の味はkitika(甘 い バナナ)の よ うだ.脂

が多 くmokoko(ヒ ツ ジ)の 肉の ようだ.

Z 58 mpolononi(―) ① 小 川 のmbelelu

(Z 60)だ.② ザイール川の水量 が増えて くる2,

3月 頃 に ご く稀に獲れ る.③ 大変美味.

Z 59 molonge(me-) ①mutanda(Z 57)

のmuunjo"叔 父".色 は酷似す るがひげがな く

顔 が細長 い.②11～2月 に獲れ る.③ 脂が 多 くヒ

ツジの肉のよ うだ.

Z 60 mbelelu(―) ① ふ くらは ぎ大以上の

ものを指す.そ れ 以下 の ものはZ 61の 名 で呼ば

れ る.② 年中,こ の仲間では もっとも頻繁 に獲れ

る.普 通は流 し網 を用 い るが,稀 に炊 いたキ ャッ

サバ の団子を餌 にす ると釣 れ るとい う.〔 表6に

示 した体長670mmの 個 体 は,12kgあ った.〕

Z 61 munkunchu(mi-) ①Z 60の 小 さ

い ものを指す.

Z 62 nsila-yi-lochombu(―) Z 63と と

もにNSILAと い う包括名で呼ばれ る.①"泥 場

のNSILA"で,Z 63の"叔 父".色 は灰 の ように

暗 い.ザ イール川に いるが,洪 水時には小川 に入

って くる.② あ ま り獲れない魚だが6～8月 に獲

れ る.よ く網を破 る横着者だ.③ 脂が な く不味で

栄養 もない.

Z 63 nsia-yi-lungula(―) ①Iungulaと

は どうい う意 味かわか らない.全 体 にZ 62よ り

白く,鰭 が赤味を帯びてい る.②Z 62と 同 じ.

③Z 62と 同 じ.

Z 64 molanganjala(me-) ① 名 前の意味

は"空 腹を愛す る者"で ある.き たない ものを全

然食べず,腹 を開 いて も脂肪 しか詰 まっ て い な

い.②8～4月 に獲れ るが,10～2月 に とくに漁

獲が多い.③ 味はmbelelu(Z 60)に 同 じ.〔共通

語名を 〈mwarabu〉"ア ラブ人"と い うが,あ る

いはイス ラム教の ラマ ダン(断 食月)の 習慣 と,

この魚の食性 とを結びつけた ものか もしれ ない.〕

Z 65 kambulukutu(tu-) ①"柔 か くな

るもの"と い う意味.ク コ支族はイ ンゲ ンマメを

同 じ名で呼 んで い る.口 はnkoto(Z 101)に 似

る.太 もも大にな るが,mbelelu(Z 60)やnku-

lungu(Z 70)ほ どには達 しない.②11～2月 に

獲れ る.③mbelelu(Z 60)やNSILA(Z 62,

Z 63)の よ うな味だがひき肉のよ うに柔 か く 美

味.こ の魚は炊 くと鱗 までやわ らか くな り,昔 の

人は鱗 ごと食べた。 ただ し小 さい うちは骨ばか り

の魚だ.④ 魚の王様であ る.昔 父親 にこの魚をお

い しく炊 いて もってい くと,父 親は いた く喜 んで

奴隷 を1人 くれた とい った こともあった,そ れほ

ど珍重 された魚.

Z 66 mosombo(me-) ① 白 くて,平 た く,

短 く,あ ま り大 きくな らない.②6～9月 に よく

獲れ る.③ 少 し苦 みが あ る.④ 共通語名 は,Z

62,Z 63と 同 じ 〈sila〉で あ る.Z 66が 成 長 し

てZ 62やZ 63に な ると昔 の人は思 ったのだ.

Z 67 klkungula (bi-) ①Z 68の 大 きい

もの.体 高は掌2つ 分ほ どにな る.

Z 68 kembelama (bi-) ① 掌1つ 分ほ ど

までの ものを指す.② あ ま り獲れない.

Z 69 muuli(mi-) ①Z 66に 似 た魚だが

体高が低 くて細長 い.小 さい魚だが,ザ イール川
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の 真 中を泳いでいる.kambulukutu(Z 65)の

moto"弟"で ある.②5～10月 に よ く獲れ る.

f 53 chachacha網 で しか獲れない ので,こ の網

の導入以前 には獲れなか った.③ 小骨が多 く,細

長 くて堅 く不味.⑥ 下 流のUbunduの 急 流の岩

の多い所 には,ふ くらはぎ大 のmuuliが い ると

い う.

Z 70 nkulungu(―) ①mbelelu(Z 60)

のkikanga(親 類)だ.molanganjala(Z 64)

の"叔 父"で あ るともい う.形 はmbeleluに,色

はmolanganjalaに 似 る.nkulunguとmola-

nganjalaの 関 係は,mutanda(Z 57)とmolo-

nge(Z 59)の 関 係 と同 じだ.色 が同 じで,前 者

の方 が大 き くな るとい う共通点があ る か ら で あ

る.②10～2月 に稀に獲れ る.

Z 71 itulu(ma-) ① 非 常に大 き くな り,

鱗 が大 きい のが特徴.② 稀 に しか獲れ ない.③ 脂

肪 は油 ヤシの実 の核の よう に 真 白で美味.mbe-

lelu(Z 60)の 味 がす る.④ 殺す とき,頭 をたた

くと全身が苦 くな り食べ られ な くな る.

Z 72 kapoepoe(to-) ①Z 71の 小 さい も

の.岩 のある川 に多 いが,大 雨 のときにはザイ ー

ル本流 にも出て くる.③ituluの 味 がす る.〔Z

71,Z 72は,キ ャ ッサバ の芋 を餌に したf 35延

縄 漁で獲れ るといい,Labeo属 では な く,大 型の

Barbus属 か も しれない.〕

Z 73 munkwankwa(mi-) ①MANDA

(Z 33)に 似 るが歯が鋭 くない.ゾ ウにつ くよ う

なlukwa(n-)"ダ ニ"12)が 鰓 蓋 の中に4,5匹 も

い ることがある.体 高は指4本 分 までにな る.②

11～3月 に とき どき獲れ る.③ 頭には虫がい るの

で頭 は切 り取 って捨て る.燻 製に した物 を煮 ると

MANDAやMOKASA(Z 44)の よ うで美味.

④moloi wa nfii"魚 の邪術師"で あ る.な ぜな

ら,こ の魚は他の魚の鰭 を食べ て生 きている.鰭

を食われた魚は遠 か らず死ぬ.漁 で獲れ る魚は注

意深 く見れば必 らず鰭 の一部が欠け てい る.そ れ

は このmunkwankwaが 食 った跡な のだ.〔 ヒレ

食い(fin-eater)と い うこの魚の食性は よ く知 ら

れていて,そ れを邪術に結びつけてい る点が興味

深い.〕

Z 74― 〔Kinduの 市 場で買い求めた も

の.方 名は得 られなか った 。〕

Z 75 muukulu(mi-) ビ ンジ ャ支族方言.

Z 76 kanyoninfii(to-)/nyoninfii(-)

① 羽 を も つ魚 で,姿 がややnjii-yi-mopili (Z

105)に 似 てい る.指2本 ほ どの太 さにな る.水 面

のす ぐ下 を波 を立 てなが ら泳 ぎ,水 面 を3,4m

飛 ぶ よ うに見 えるので,kanyonl-nfii"鳥 魚"と

い う名がついてい る.② 非常に稀.10年 も見ない

ことがあ る.③ 食べ ない.④ngwena(―)(ワ

ニ)やmokesi〈chunuzi〉(人 魚)の い る深い淵

にい る.こ うい う淵 には悪霊 が住む といわれ てい

る.

Z 77 kibuwa(bi-) ① 顔 がngulubi(イ ノ

シシ)に 似 てい る.体 高が ヒ トの肩幅位 にな り,

nkamba(Z 83)に 迫 る大 きさであ る.泥 場で泥

を食べてい る.② 年中獲れ る.③ 脂肪は黄色 く,

大 きな肉片が とれて美味.

Z 78 kampete(to-) ①Z 77の 小 さい も

の.太 もも大 まで のものをkampeteと 呼 ぶ.

Z 79 ikombe(ma-) ①Z 77,Z 78の 小

さい もの.太 さが腕 ほ どまでの ものを指す.

Z 80 ikombe-chi-misulu(makombe-mi-

misulu) ① 口はZ 79 ikombeの よ うだが,

全 体 に淡色で,musulu(川 の 口)に い る.kibu-

waの"叔 父"だ.背 鰭 と胸鰭がmikuwa(棘)

に な ってお り強 い毒が ある.② 洪水時に よ く獲れ

る.③ 味 はkibuwaに 同 じ.

Z 81 munungungola(mi-) ①munungu

は"も どき"を 意味す るので,munungu-ngola

とい う名は"ngola(Z 94,Z 98な ど)も どき"

の意 であ る.ngolaの"叔 父"で あ る.成 長 して

も腕 よ り細 い.小 魚 と泥 を食 べてい る.② 年中獲

れ る.③ 燻製 に した のを炊 くと美味だが,生 のも

のを料理 して もまず いのでkabole(ト ゥ ガ ラ

シ)を 効かす.

12) こ れ は ダ ニ で は な く 等 脚 目 のIchthyoxenus ex-

pansus VAN NAMEで あ る(GOSSE,1963,p.

186).
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Z 82 MPENGELE(―) Z 83～Z 89を こ

の包括名で呼んでい る.

Z 83 nkamba(―) ① ザ イール川で 一番

大 きくな る魚.大 きな ものは体 の幅が50cmに

達 す る.Z84～Z86が 大 き くな った ものであ る.

②6～12月 に獲れ る.③ 肉が 多 く,非 常 に美味だ

がmonemba(Z 111)に は 及ば ない.bachungu

(白人)は この魚の頭のス ープを好む.④ この魚

をた くさん獲 る人は,特 別 の呪薬を使 うが,こ の

呪薬を作 るには人を殺す 必要があ ると言われ てい

る.

Z 84 kekolu(bi-)/mhpengele-yi-kekolu

(mpengele-yi-bikolu) MPENGELEの うち

で体 色の黒 っぽい もの.kekoluと い う名前 は

kikulu"大 き い岩が 出てい る急流"に 多いために

つけ られたのだ とい う.本 当はmpengele-yi-ki-

kuluと 呼 ばなければな らない とい う.岸 辺 の斜

面 にふ くらはぎ大 の穴 を深 く掘 りそ の中にい る.

この穴 をkibumbaと 呼 ぶ.大 き くな った ものを

捕 える と 「ムームー」と鳴 く.②8～11月 の減水

期に,ndubu(銛)を もって潜 るf 11 ko-tota-

ne-ndubu漁 で 獲 る.一 つの穴に普通2匹 づつ入

ってい るので,1匹 獲 った ら足 の裏 で穴を塞いで

あ との1匹 も捕 え る.③MPENGELEの 味 は ど

れ も同 じで美味.④kibumbaの 中 の2匹 は必ず

雄 と雌 だ とい う.

Z 85 ibola(ma-)/mpengele-yi-ibola(mpe-

ngele-yi-mabola) ①mututu"へ そ"の とこ

ろが傷 あ とのよ うに盛 り上 っ てい る.色 はZ 84

同様 暗色.② 漁法 その他はZ 84に 同 じ.

Z 86 mpengele(―) ① あ ま り黒 くな く,

頭 の形がZ 84の よ うに平た くない.② 漁法そ の

他はZ 84に 同 じ.

Z 87,Z 88 muungulu(mi-) ① 大 き くな

って もnkamba(Z 83)に な らない.全 体に細長

く,口 がZ 84～Z 86の よ うに幅広 くな い.砂 地

に多い.昔 はTongomacho集 落 の対 岸に この魚

の穴(bibumba-bi-miungulu)が た くさ んあ っ

たが,大 洪水 でみ んな壊れ て しまった.② 漁法 そ

の他はZ 84に ほ とん ど同 じ.

Z 89 muungulu(mi) Z87,Z88と 同 じ

方名で呼ばれてい るが10cm程 の小魚で属 も異

な る.

Z 90 nkambangola(―) ク コ 支族 で は

lukamba(n-)と 呼 ぶ.① 紐 の よ う に細長 い

NGOLAだ.頭 がNJOKA(ヘ ビ)に 似てい る.

ngola(Z 94)の"叔 父"だ.②5～7月 の乾季 に

小川 を掻 い出 して(f20)獲 れ る.

Z 91 nkenge(―) ①NGOLAの 一つ.

棘 に毒を もつ ので,掻 い出 し漁(f20)の と きな

ど,素 手でつか まない よ うに気 をつけ る.③ 非常

に美味.〔 クコ支族名iyombiは,monemba(Z

111)の 共 通語名 〈iyomvi>と ほ とんど同 じであ

る.棘 の鋭 さとい う共通 点はあるが全 く別の魚で

ある.〕

Z 92 kimbuli (bi-) ① 形 はZ 91と 同 じ

だが,黄 色いNGOLAだ.腕 よ りも太 くな る.

Z 93 mubumbi(mi-) ① 小 川 のNGOLA

小 さ いときはngola(Z 94)と 呼 ぶ.腕 ほどの太

さにな る.

Z 94 ngola(―) ①Z 93の 小 さいもの.

Z 95 lukinda(n-) ク コ支族方言.①lu-

kamba(Z90)に 似 るが,や や短小.色 もそれほ

ど黒 くない.

Z 96 nsamba(―)①Z 97～Z 99と 同 じ

魚だ.NGOLA中 最 大で,体 の幅が50cm以 上

になる.水 位が最高 になる時期に湿地 に入ってゆ

く.② 水位 の変動期に獲れ る.③ 大変美 味.皮 は

柔 らか く,kanyeke(脂 鰭)に は脂 がのっている.

頭 の中央は石の よ うに堅いが両側には肉が あ り,

腹 には黄色い脂肪 があ る.iketa(包 み 焼 き)に し

た ら 〈machafu inakufa〉"ほ っぺ たがお ちるほ

ど"美 味.女 も喜んで食べ る.⑥Kusu族 は この

魚を食べない.も し食べ ると,中 風 のよ うに体 の

自由がきか な くな るとい う.燻 製にす ると油が抜

けて小 さくな るので,生 で売 らないと損をす る.

Z 97 mosambaola(me-) ①Z 96の 小 さ

い段階 で,太 もも大 までの もの.② 以下はZ 96

に 同 じ.〔mo-samba-olaと い う名称は この魚が

nsamba(Z 96)とngola(Z 98)の 中 間に位置
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す る ことを表わ してい ると考 えられ る.〕

Z 98 ngola(―) ①Z 96,Z 97の 小 さい

段階で,ふ くらは ぎ大 までのもの.名 前がZ 94

と 同 じだが,Z 98は 小 さい ときか らkanyeke

(脂鰭)が あ ることでZ 94と 区別 され る.

Z 99 kaolakanchii(to-)/kaolakanchii-mbe-

kaboko(toolatonchii-mbe-toboko) ①Z

96,Z 97,Z 98の 小 さい段階 で,腕 大 までの も

の.mbe-kabokoと は"腕 の ような"と い う意味

であ る.

Z 100 nyinki(―) デ ンキナマズ① ise-

ngo(岸 辺 の藪)の 下 にいる.電 気を もっていて,

川 の中でや られ ると危険だ.ワ ニで も殺 して しま

う.② 釣 りで獲れ ることが多い.f 58 bikutu網

に かか った魚を食べて,吐 きもどす こ と が で き

ず,そ のまま網にかか ってい ることがあ る.③ 非

常に美味.軟 らかい皮を獣 の皮 の ように剥 ぎ,普

通 肉だけを食べ るが,皮 も燻製 にす る と獣 の肉の

よ うにな る.昔 は皮 ごと炊 いて食べた.nyungu

(土鍋)にibungu(ク ズ ウコン科 の大 きな葉)を

一枚敷いて ,そ の上にデ ンキナマズを入れ,ほ ん

の少 しの水 と沢山のヤ シ油でゆ っ くり炊 くのだ と

い う.皮 はす っか り溶けて粘い ヤシ油色にな る.

アル ミ鍋 で炊 いては水 っぼ くて駄 目だ.⑤ 皮 と身

との間にmonte(血 管)と 呼ばれ るす じ が あ

る.こ れをはず して,あ る草 と混ぜ燃や して灰を

つ くり,体 に剃刀 で傷をつけ潟血 して この灰をす

り込 む と体 に力がつ き,戦 いの時にた とえ10人

の敵に捕 え られ て も一撃で倒す ことがで きるとい

う.⑥ ワゲーニャの魚だ.

Z 101 nkoto(―) ① 急 流 にいて,川 底 の

岩 につ くnyinge(苔)を 食べ ている.口 がngu-

lubi(イ ノ シシ)の ようだ.肉 は牛 肉の ように赤

く,musii(血)は 人の血 の ようだ.②7～9月 の

乾季に稀に獲れ る.口 で岩 には りつ いているのを

潜 って行 って引 き剥 がす が,無 理 に引 くと口が ち

ぎれて しま う.③ ザイ ー ル 川 のどの魚 よ りも美

味.包 み焼 きにす るとこの上 な くうまい.料 理す

るときmalu-mi-maanji(ヤ シ酒)を 入れ るとそ

れが ヤシ油の よ うにな る.⑥ ワゲーニ ャの魚だ.

Z 102 NJII(―) Synodontis属 の うち,

大 型 のZ 103とZ 111以 外 はNJIIと い う包括

名を もってい る.① 鋭い毒棘(mikuwa)を3本

もつ.獲 った らす くこの棘 を折 っておかない と危

険.た くさん獲れた ときはkanganda(網 漁 の筒

状の錘 り)の 穴に棘 を差 し込んで折 ると手にけが

を しない.② 年 中獲れ るが満水期に水没 した森 の

中に入 ってゆ くので この時期はf 58 bikutu網 に

よくかか る.

Z 103 mhpukUsu(―) ①monemba(Z

111)ほ ど大 きくな らない.棘 の毒 はZ 111よ り

も強い.足 を刺 されて腫 れ上 り,1ヵ 月 も歩 けな

い ことが ある.② ザイール川の満 水期 には獲れ な

いが水位 の変動期 に よく獲 れ る.③ 肉はNKI-

MA(サ ル)の 肉 の ように脂肪が ない.皮 はデ ン

キナマズ(Z 100)の よ うに柔 らかい.Z 111ほ ど

美味では ない.

Z 104 kaombela-nsamba-lukumbi (to-)/

ilungamandelu (ma-) ① こ の 長 い 名前 は
"nsamba(Z 96)にlukumbi(タ ム タム)を たた

いてや る小 さな もの"と い う意味 で,2番 目の名

前は"長 い ひげ"と い う意味だ.長 いkamoe-

moe(ひ げ)を もちnsamba(Z 96)の よ うだ し,

体 形がlukumbiに 似 ているか らついた名前か も

しれない.③ 小 さ く,不 味.ほ かに食べ物がない

ときしか食 べない.

Z 105 mopili(me-)/njii-yi-moplli(njii-yi-

mepili ① 体 が少 し長 いNJII.色 は真 っ黒

く,黄 色 い模様 があ る.③ 苦味があ り不 味.⑥ 授

乳 中の女性が これ を食べ ることは タブー.禁 をお

かす と子供がluambuと い う病 気にな る.〔lua-

mbuに つ いてはZ 42⑥ を参照.〕

Z 106 njii-yi-mantondi ① 体 側 に丸 い 模

様が2～4個 あるNJII.こ の模様 のことを,ma-

ntondiと 呼 ぶ.成 長す るにつれて模 様が増 え る.

〔ザイール川 に近 い小川でかい出 し漁(f20)を し

た とき,Z 28 kibilaと と もに この魚が多 く獲iれ

た.〕

Z 107 njii-yi-misutali(―) ① 体 に 水平

平な模様があ るNJII.〔misutaliは お そ らくス
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ワヒ リ語 の 〈mistari〉 で あ る."筋"と い う意味

で ある.〕

Z 108 njii-yi-itoke (njii-yi-matoke) ①

体 中に細かい斑点があ るNJII.

Z 109,100はNGANGA(―)と い う包括名

を もつ.NJII-YI-NGANGAと も呼壱まれ る.①

NGANGAと は 呪術医 のこ とで,こ の魚は魚の世

界 の呪 術医であ る.

Z 109 nganga-moelo(nganga-meelo)

①"白 いNGANGA"と い う意味だ.

Z 110 nganga-mwllu(―) ①"黒 い

NGANGA"と い う意味だ.〔 標本はZ 109の 方

がZ 110よ りやや明 るい色を していたが,同 定の

結果 は同種 であった.〕

Z 111 monemba(me-)/ketongetonge(bi-)

① キ ン ドゥよ り上流 に住む人 々がketongetonge

と呼 ぶ.棘 の毒 はmpukusu(Z 103)ほ ど強 くな

い.刺 され た足 を湯につけ て暖め,塩 をぬ って布

で巻いてお くと2日 で治癒す る.② 満水期 以外 に

獲 れ,11～12月 に 多い.③ 非常 に美味.皮 が柔 ら

か く,口 のまわ りに脂が 多い.byaanangu(エ

ラ)も うまい.⑥ この魚を炊 いた汁 にはの どをや

わ らげ る力が ある.咳 が 出る ときに この汁 を2回

も飲 めばす っか り治 って しま う.

z 112 njii(―) ① 一 番 多いNJIIだ.

Z 113 kankulunkulu(tu-) ① え び茶色 の

魚.脂 鰭が長 く大 きい.

Z 114 kabili(tu-) ①Z 115の 大 きいも

の.体 高が掌2つ 分近 くにな る.体 色は 白っぽ い.

月夜 に水面近 くを泳 ぐ.こ の習性は,Z 114～Z

117の す べ てが もってい る.② 川 の水位が 中 くら

いの ときによ く獲れ る.釣 りの餌は キ ャッサバ の

芋 団子,魚,ミ ミズのいずれ も釣れ る.③ 白人が

好む 魚だ.非 常に美味.肉 は砂糖 のよ うに甘 く,

脂 肪 には塩気が ある.骨 は真 ん中 の1本 だけ であ

る.こ のスープは甘 く,米 飯に よ くあ う.⑥ 脂が

多いので燻製に して も乾かない.

Z 115,Z 116 kangele(to-) ①Z 114の

幼 魚で,体 高が指幅3本 分 位 までの もの.〔Z 115

とZ 116は 別種 であ る.〕

Z 117 ipepele(ma-) ①Z 114～Z 116に

比 べて体色が暗 く,口 の幅が広 い.尻 鰭 が下向 き

に曲 ってい る.体 高は指幅3本 位にな る.tubi

(糞)を 食べ る魚だ.② 中位 の水位の ときに よ く

獲れ る.〔 共通語名の 〈pendakula〉 は"食 べ るこ

とを好む"と い う意 味である.〕

Z 118 ipepele-chi-kaachi(mapepele-mi-

tUachi) ① 小 川のipepele(Z 117)の 意 味.

〔小型で細かい斑点を もつ.〕

Z 119 motongonyinki(me-) メダ ヵ.①

小川の小魚.頭 に白い点が ある.役 立たずの魚

で,食 べ る ところ もない."陸 地"の 人は,か い出

し漁 でた くさん獲れれば食べ る.

Z 120 kempongo(bi-) ①Z 121の 大 き

いもの.kempongo とは オンボ語でキ ャッサバ

のことだ.③ 美味,肉 が真 白で粉 っぽい.そ れで

この名がつ いた とい う.

Z 121 mubundu(mi-) ① ふ くらは ぎ 大

まで のものを指す.②6～10月 の乾季 に獲れ る.

③ 包み焼 きにす ると美味.④ 人に よっては この魚

を食べ ると全身に この魚にあ るよ うな模様 のki-

limbi(bi-)(吹 き 出もの)が 出る.こ の病気 を

katindiと 呼 ぶ.

Z 122 kiuchi(bi-) クコ支族方言.① 小

川 の小魚.

Z 123 kisilu(bi-) ① 小 川の小魚.乾 季に

はザイール川 の川辺に 出て くる.② 骨 ば か り の

魚.〔 クコ支族 では,kisiluに 黒 い ものと赤味が

か った ものの2種 類があ ると聞いた.掻 い出 し漁

では もっとも多量 に獲れ る魚で,ko-songola(串

ざ し)に して丸 く連 らねた ものを燻製に して売 る

こともあ る.ク コ支族に とって きわめ て大切な魚

で ある.〕

Z 124 mpapa(―) Nile perch.① 大 変

大 き くな る.魚 食性.③ 肉は 白く,kelebe(ミ ズ

マメジカ)の 肉に似 る.⑥ 授乳 中の女性が食 べ る

ことは タブー.

Z 125 mhpalalanembe(―) ①Z 124の 小

さい もので,体 高が掌2つ 大 まで のもの.④ 誰 も

Z 124,Z 125の 卵 を見た ものがない.そ こで昔 の
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人 は 味の よく似たmpalala(Z 131)が これを生

む と考 えてこ うい う名をつけた.⑥ 授 乳中の女性

に とって食べ ることは タブー.〔nembeは コ ケビ

ラ メ科 の魚(Z 53)で あ るが,そ れ との関連につ

い ての言及はなか った.〕

Z 126 kekelele (bi-) ク コ支族方言.①

小川 の小魚.大 き くな るのは斑 点が2つ で頬 が赤

い.② 釣 りでは獲れない.

Z 127 muwingili(miingili) ①kisilu

(Z 123)に 似 るが,親 指大で短小.② め ったに獲

れ ない.

Z 128 molangaiko(me-)/muangaika(mi)

ク コ支族方言.① 小川の小魚.た くさん群れ てい

るのでかい 出 し漁で簡単に獲れ る.ジ グザ グを画

きなが ら泳 ぐ.

Z 129 kitundu (bi-)①kisilu(Z 123)

に 似 るが,掌 大にな る.mpalala(Z 131)の 黒 い

ものだ.

Z 130 mpalala-yi-mankoli(―) ①Z

131の 大 き くな った もの.最 大 で体 高は掌2つ 大

にな る.鰓 蓋 の縁 が赤 い.2匹 づつ一緒 に泳 ぐ習

性が ある.口 を使 って喧嘩をす ることがあ りita-

nga(た も網)で す くって2匹 とも獲 ることがで

きる.〔 そ のほかの特徴 はZ 131参 照.〕

Z 131 mpalala(―) ① 全 体に 白 っ ぽ い

魚.普 通 は岸辺近 くにい るが,7月 には川の中ほ

どの砂地 に移動す る.② 水位の変動時に よ く刺 し

網(f 58)に か か る.③ 味はmpalalanembe(Z

125)に 似 る.〔Z 131がZ 130に な るのは,単 に

大 きさの差に よってでな く,婚 姻色が 出た ものが

Z 131で あ るとも考え られ るが,季 節に よる体色

の変化についての言及はなかった.〕

Z 132 kitundu-mpalala (bi-) ①mpa-

lalaの や や暗色 のもの.kitundu(Z 129)と

mpalala(Z 131)の 中 間の魚だ.〔 観察に よれば,

頭 部の緑 色が強 く,尻 鰭 に斑点を もつ個体であ っ

た。〕

Z 133 munkumba(mi-) トゲ ウナギ.①

背 中に小 さな トゲが並 んで いる.②6～10月 に よ

く獲れ る.頭 が小 さいので網漁では とれず,も っ

ぱ ら釣 る.③ 包み焼 きにす る と美味.

Z 134 ntutU(―) フ グ.① 人間 のよ うに

笑 い,ふ くれ る魚で,歯 が あ り,人 の歯やkisibi-

li(ケ イ ンラ ッ ト)の 歯 に似てい る.② あま り獲

れ ないが2～6月 に獲れ ることがあ る.③ 臭 く不

味.皮 は ゾウの ようだ.食 べ るときには,皮 を剥

ぎ,燻 製 に してか ら料理す る.④ この魚を食べ る

とmupitu(不 運)に な り,水 に落 ちれば死んで

しま う.⑤ 皮を燻製 に して薬 にす る.剃 刀で体に

傷をつけて この薬 をす り込む と,刀 で刺 されて も

刀が とお らない体にな る.1958年 まで 白人に鞭

で打たれて きたが,鞭 で打たれ ても傷つかないた

め の薬 として利用 された.⑥ 食べ ることは タブー

で あるとい う老人 もい るが,食 べ るとい う人 も多

い.し か しkalimu(肝 臓)は け っして食べ ない.

2.4.魚 類 の民俗分類(ソ ンゴーラ族 ・エニ ャ

支族)

2.3節 で述 べて きた,住 民の魚類 に関す る認知

は,果 して どの ように体系 づけ られ てい るのだ ろ

うか.ソ ンゴー ラ族 エ ニャ支族 の魚類 に対す る民

俗分類 のあ りようを見 てゆ きたい(図5).

こ こで 図5の 表記法 につ いてい くつか の約束を

しておかなければな らな い.こ れ らはすべて,ソ

ンゴーラ族 自身 のもってい る体系を忠実に表わす

ための ものであ る.1)包 括 名(他 の方名を包摂す

る方名.さ まざまの段階が ある.)を 大 文字 で表

わ し,他 の方 名を包摂す ることのない方 名(個 別

名)を 小文字で表わす.2)包 括 名で も個別名で も

ない レキ シームは( )に 包 んで表記す る13).3)

方 名 が ついていないが フォー ク ・カテ ゴリーと認

め られ るカ ヴァー ト・カテ ゴ リーは 〔 〕 に入れ

て示す.こ こでは,"～ ではない"と い う点でひ と

つに くくられてい る"residual category"(HUNN

1977,p.79-80)と,生 長段階に よって方名が変

13)た とえ ばloseseとlosese-li-kisibiliと い う2

つ の 魚 が あ る と き この2つ に 共 通 な レキ シ ー ム

"losese"を 取 り出 す こ とが で き る が
,実 際 に は

後 者 を単 に"losese"と 呼 ぶ こ とは な い.即 ち後

者 を含 む 包 括 名LOSRSEが 存 在 し ない こ と に な

る.そ れ で 図5の1.1に 示 す よ うに か っ こつ き

で(losese)と 表 記 され て い る.
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図5 魚 類 の民 俗 分 類 ― ソ ン ゴー ラ族 工rニャ支 族 の場 合

［個 別 名 は小 文 字 で,包 括 名 は大 文 字 で表 わす./は シノ ニ ム を表 わす.[L.S.]は い わ ゆ る"出 世 魚"

で,数 字 が大 きい ほ ど,成 長 段 階 が上 で あ る.(losese)な どに つ い て は本 文 を参 照］
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図5-2
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図5-3
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るが"ひ とつ の魚"と みな されてい るいわ ゆ る

"出 世魚"の2種 類だけを
,〔R〕,〔L.S.〕 の記 号の

もとに表示す る.L.S.と は 生長段 階Life-cycle

Stageの 略 であ る.

エ ニ ャ支族はNFII(魚)(民 俗 分類 におけ る第

0レ ヴェル)14)をNFII・CHI・MAMBA(鱗 の魚)

とNFII.CHI.BOSELO(ぬ るぬ るの魚)に 分 け

ている(第1レ ヴェル).後 者 の中にはNFII-

CHI-MIKUWA(三 本 の毒棘を もつ 魚)が 認 め ら

れ ている(第2レ ヴェル).第3レ ヴェル以下 に

はMANDA,MOKASA等8つ の包括名が あ り,

そ の うち,NGANGAがNJIIに 包摂 されてい

る.し たが ってエ ニャ支族 の魚類 の民俗分類 は,

通 常5レ ヴェル.最 大で6レ ヴェルか ら成 るとい

うことになる."出 世 魚"は 全部で18の 系 列があ

り,43の 方 名を含む.そ の うち4つ の段階 を もつ

ものが3組9方 名,2段 階 の ものが14組30方 名

(1.2.1のnkambaは 小 さい うちは3つ に分 け ら

れ ているが,成 長す ると一 つの名前 にな るとされ

てい るため)で あ った.43の 方 名は全個別名108

(シ ノ ニムを除 く)の 約40%に 相 当す る.

表6にZ 1か らZ 134ま で ソンゴー ラ族 の方

名 と魚種 の対応関係を示 した.こ の うち包括名 と

エ ニャ以外 の支族でのみ知 られてい るもの計13

例 を除 いた121例 につ いて,個 別名 と魚種 との対

応 のあ り方を見 よ う.実 際に採集 または観察 でき

なか った ものがあ ったが,そ れ らの多 くは"出 世

魚"に 属す る方名に対応すべ き種 であった.そ こ

で"出 世 魚"系 列 中の方名aが 同定 できなか った

場 合は,同 じ系列に属す る他 の方名bの 対応す

る種をaの 魚種 と推定す ることにす る.こ のよ

うな操作に よって,前 記121例 は 少な くとも96

の 魚種に対応 してい ることになる.個 別名 と魚種

が1対1で 対応 していた例が59(59個 別 名59

種),1対 多 にな っていた例が17(6個 別 名17

種),多 対1に なっていた例が36(36個 別 名16

種),多 対 多になっていた例が9(7個 別 名4種)

で あ った.多 対多 とい うのは,異 な る魚の成長段

階に同一方名が当 てられ てい る例(Z 93,94と

Z 96～99)の よ うに,個 別名 と魚種が網 目の よ う

に対応 してい る場合で ある.エ ニャ支族では108

の個 別名を96の 魚種に対応 させ てい るとい うこ

とにな る.

クコ支族 の魚類 の民俗分類では,KESOKOと

い うただ一つ の包括名 の下に38の 個別名があ り,

民 俗分類 の体系は2レ ヴェルか らな っ て い る.

"出 世 魚"は2系 列 あ り
,4つ の個別名が これに属

していた.

3.タ ン ガニイ力湖 における魚類 の認知

ブワ リ族 を中心 に

3.1.環 境 の認知

3.1.1.人 間 の生活環境

ブ ワリ族は彼 らが居住す る環境 を大 き くkiba-

lo(陸 地)とluuji(湖)に 分け てい る.kibaloに

はmua(集 落)が あ る.集 落の後方は若干のli-

ma(焼 畑)が あ り,mwitu(森 林)が 斜面を覆 っ

てい る.森 林 の主要構成種 はkishiku,mbama

等 のBrachystegia属 の樹種で ある.斜 面を標高

400mほ ど登 るとkabana"平 原"が 広が ってい

る.ブ ワリ族は2,3世 代 前には この平原に集落

をつ くって居住 していた とい う.平 原を横切れば

半 島の反対側に 出ることがで きる.現 在の集落は

mfukufuku we maaji(波 打 ち際)か ら100m

以 上離 れた場所 に位置 し て い る.集 落の前方 は

mwea(舟 付 き場)に なっている.舟 付 き場を も

含めた水辺 を広 くbuaと 呼 び,砂 を敷 きつめた

lubua(m-)"ダ ガ ー干 し場"が 並 んでいる.

3.1.2.魚 の 生息地(ハ ビタ ッ ト)

魚類 はluuji(湖),mwela(川),kijlba(湿

地)に 生息 してい る.湖 はku-bua15)(水 辺)と,

ku-mweji(沖)に 分け られ る.水 辺 には細 かい名

称があ る.mtaanga(浅 瀬)は,傾 斜 が緩 かな遠

浅の場所 で,底 質はmseke(砂)で あ ることが 多

い.kalini(深 み)は,急 に落ち込 んで深 くなっ

てい る所 で,底 は普 通mabwe(岩)で あ る.河

14) BERLIN et al.(1974,p.26)の"Unique begin-

ner"で あ る.松 井(1978,p,22)は こ れ だ け を

「包 括 名 」 と 呼 ん で い る が,本 報 の 用 法 と は 異 な

る. 15)ku-は"～ に おい て"と い う意 味 を も つ接 頭 辞.
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口等 の泥が多い場所 は,fashi ye ndaka (泥場)

と呼ぼれ る.イ ネ科 のmakanga(Vossia sp.)

が 生 えている所はmakangaと 呼 ばれ る.岸 辺

に岩が沢山 ころが って い る 場所 はmakangala

とい う.水 の表層はmaaji mase mase(少 な い

水),中 層 はmaaji me bukulu(中 間 の水),下

層 はmaaji me mushi(下 の 水)と 表現 され る.

魚類 の生息地 に関す る民俗知識 を表7に まとめ

て示す.

3.1.3.季 節 変 化

一年 はbhzoo(雨 季)とmwanga(乾 季)の2

つ のmenu(季 節)に 分け られ る.雨 季 は10月

に始 ま り,1月 にやや雨量が減 るが,雨 季 の終 り

の4月 頃に降雨は ピー クを迎え る.こ の時期には

大変寒 く感 じるとい う.湖 の水量 も増 え,波 打ち

際が,距 離に して10m以 上 移動す る.乾 季は

5～9月 であ る.雨 季が始 まる9月 か ら10月 初 旬

の時期を と くにlembaと 呼 ぶ こともあ る.落 葉

していた森の木が若葉 をつけ る時期であ る.

な ぎをboneと 呼 んでい るが,mwela(風)は

季節,昼 夜,方 向,強 さ等に よって分けた7方 名

がえ られた.そ の うち,漁 撈 活動がで きないほ ど

激 しい風が二つ あった.そ の一 つはnunzaで,

雨 季の始 めに湖の北端 のル ジジ川か ら間欠的に吹

く強風.い ま一 つはanzaで 乾 季 の夕方に西か ら

休みな く吹 く風.ま た1月 には,風 は弱いのに対

岸 のルエバ川の方 か らボ ー トをひ っ くり返す よ う

な大波が来 る.こ れをkivumaと 呼 ぶ.

表7 タ ンガニイカ湖における魚類のハビ タ ッ ト

の民俗知識― ブワリ族の場合.

表8 ブ ワリ族の漁法

3.2.漁 法

ブ ワリ族 の漁法 を表8に まとめて示す.

f 60 maela 釣 りない し釣 針 その もの.f

61～f 68の8種 類があった.

f 61 mtando 沖 で 昼 ごろお こな う舟 か ら

の釣 り.chamo(餌)に は ダガーを用 いる.

f 62 mtando-we-ndubu 底 が 岩場に な っ

た深みに舟を 出 して早朝にお こ な う釣 り.主 に

ndubuと い うカ ワス ズ メ 科の魚が獲れ る の で

mtando-we-ndubuと 呼 ぶ.

f 63 kalenge "棹釣 り".イ ネ科のmale-

nge(Phragmites sp.)の 茎 を棹 と して用い る釣

り.子 供がイネ科草本の繁みめがけて鉤 を投げ,

カ ワス ズメ科の小魚を獲 っているのを よ く見かけ

た.

f 64 maela-me-mikeke mikekeと い う

アカメ科 の30cmほ どの魚を釣 る方法だが現在
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で は 用 いられていない.長 さ20cmの 釣 り糸 を

棒につけ,か え しのない二重鉤(double-hook)

の上 方に 白い布 または ニワ トリの羽根 を結 びつけ

る.夜,月 が少 し出た ところ沖 に出て釣 る.水 中

に鉤を入れて回 してい ると,白 いものが ひ らひ ら

す るのにひかれたmikekeが か か る.擬 餌鉤 の

一種 .

f 65 melemeta 擬 餌 鉤.回 転す る黄銅製

のスプーンを付 けた鉤 を長 い釣 り糸につ けて,ボ

ー トの後か ら曳 く.手 製だが ご く最近に導入 され

た ものであ る.

f 66 kabamba 延縄 の一種.直 径 1mm

ほ どの紐 に,1尋 おきに鉤をつけ る.や や沖 の方

か ら岸に平 行に ダガーの餌をつけなが ら沈め てゆ

く.400か ら500尋 も ある長 い もので,入 れ てか

ら再 び上げ るのに明け方か ら昼 ごろまでかか る.

鉤 は手製でか え しのない独得の ものであ る(BRA-

NDT,1972,p.41の 図).

f 67 mooji(mi-) 延 縄 の一種.直 径5～6

mm の縄 に,ヨ ーロ ッパ製 の鉤 を200ほ どつけ,

両 端 にはboya(浮 き)を つけ る.夕 方流 してお

き翌朝行 って引 き上げ る.こ の餌,も ダガー で あ

る.

f 68 kinanda 延 縄 の一種.古 タイ ヤを解

体 して丈夫 な紐 とピアノ線を得,こ の ピアノ線を

曲げて尖 らして鉤に した もの.市 場に完成品が売

られ てい るのを見た.漁 法 としてはf 66,f 67に

同 じ.

f 71 moono(mi-) うけ16).ブ ワ リ族は昔

はほ とんど うけを作 らなか ったが,ベ ンベ族やマ

サ ンゼ(Masanze)族 の ものをまねて作 っ て い

る.筆 者が住 んでいた ソメ村 ではその1個 を見 る

ことがで きた.長 さ50cm,直 径30cmほ どで,

malengeま た はア ブラヤ シ の小葉 の中助を編 ん

だ もので ある.紐 で石を2個 つけてイネ科草本が

生 えてい る岩場に沈 め る.内 部 に餌 として ダガー

を入れ,夕 方沈めて翌朝見 にゆ く.

f 80 網 漁 はf81～f88の8種 類 ある.

f 81 mukaba 50mか ら70mほ どの綱

に,1尋 おきに小 さい網 をつけ,両 端には浮 きを

つけてお く.網 はngoyiと い う野生の蔓植物 の

皮で作 り,20cm×30cmほ ど の大 きさで,目 の

大 きさは10cm余 で あ る.網 と網 との間にはsa-

nuと い う白い木 の皮を3筋 ずつつけ る.午 前3

時 ごろか ら湖 に入れ る.ア カメ科 の大 型魚がかか

る.

f 82 makila 刺 網.手 の 指3,4本 大 の

目の網をngoyiの 蔓 で編 んで用い る.網 の幅2

mで 目が20入 る.長 さ50～60m.陸 に対 して

平行に も垂直に も 入 れ る.夕 方 入れ て翌朝揚げ

る.

f 83 kasangala 目の粗 い地曳 き網.砂 地

で曳 く.昼 夜 とも曳 くが獲れ る魚の種類は異 る.

f 84 mkwab6-we-nzanga "ダ ガ ー の地

曳 き綱".目 の大 きさが5mmほ ど,幅5～6m,

長 さ50mほ どの もの.コ ンゴ独立 後,目 の細か

い地曳 き網が ブ ワリ族に も知 られ るよ うにな った

が,そ れ 以前 は 目の粗 い ものだけだ った.mkwa-

boに よ るダガー漁は現在最 も盛 んにお こなわれ,

ブ ワリ族の生業 の中心にな っている.ダ ガー漁は

月のない夜間にお こなわれ る.石 油 の圧力 ランプ

〈karabai〉 を2個 つけ たbwato(小 舟)で 沖に

出,ダ ガーの群れを 明 りに引 きつけて砂浜近 くま

で漕 ぎ寄せ る.そ の群れに地曳 き網を巡 ら して獲

るとい う方法が多い.石 油 の圧力 ランプが導入 さ

れ始めたのが1956年 で あ った とい う.そ れ以前

は,後 方 の山に生 えてい るBrachystegia属 の 木

をmwenge(薪)に 用 いてダガーを誘引 した.

1937年 よ り前にはkimoli(た い まつ)を 燃や し

ていた とい う.kimoliは 岸 辺 のイネ科植物ma-

kangaかmalengeを 蔓 で巻いて5mも の長 さ

に縛 りあげた ものであ った とい う17).

f 85 mkwabo 地 曳 き網.f84と 同 じ網 を

昼 引いて,ダ ガー以外の魚を獲 ることもあ る.

16) ウブ ワ リ半 島 の 南 のKaramba地 方(図3)で は

ndizoと い う大 型 の うけ で川 の魚 を獲 っ てい る と

い う.

17) た い まつ を用 い て ダ ガ ー を獲 る方 法 も,そ れ を改

良 した 薪 を用 い る方 法 も,い ずれ も対 岸 に住 む ト

ン グ ウ ェ(Tongwe)族 が も た ら した も の だ とい

わ れ てい る.
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表9 魚 類 の 認 知
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ブ ワ リ族 ・ベ ンベ 族 ・ヴ ィ ラ族 の 場 合
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表9 つ づ く
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表9 つ づ く
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表9 つ づ く

表 の説 明 は表6と 同 じで あ る.た だ し,

同 定 の 基 準B.はBRICHARD(1978)の カ ラー 写 真 によ る聞 き込 み.

P.はPoLL(1953,1956)所 収 の方 名 に対 応 させ た も の.

Bembe族 の/?/は 声 門 閉 鎖 音./Φ/は 両 唇摩 擦 音.
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表9 つ づ く
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f 86 ngozo〈lusenga〉"た も網".直 径3

m近 い枠 に,地 引網 と同 じ目の網 を張 り,4mほ

どの柄をつけたた も網漁.地 曳 き網 を曳 くことが

で きる適当な浅瀬が近 くにない場合や,mkwabo

と比 べ て安価で小人数(2人)で で きることか ら

現在 も行われ てい る.現 在 の方法 は,2人 で舟 に

乗 り石油 の圧 力 ランプで ダガーを集め,1人 が舟

べ りを棒で叩 く.す る とダガーの群れ が水面近 く

に とび上 るのでそ こを も う1人 がた も網 です くい

獲 る.昔 た いまつで ダガーを集め ていた ころは,

岸 辺 の水 の中に2人 の男がた も網 を持 って立 ち,

舟 で引 き寄せ てきた群れをす くっていた とい う.

f 87 kipe(―) 大 型 のた も網.舟2艘 を

つな ぎ合せて,そ の上に石油 の圧力 ランプをかか

げ,集 まるダガーを掬 う.ご く最近 ブル ンデ ィで

始め られた もの.

f 88 ku-kwata-ne-mwenda 布 で 掬 う.

ダ ガーの稚 魚の群れ が岸辺近 くに来 た とき,女 や

子供が布切れやアル ミ鍋 で これを掬 う.

以 上 のよ うにお よそ17種 類 の漁法を ブ ワリ族

は知 っていた.し か し現在の漁撈 活動 のほ とん ど

は,夜 を徹 してお こなわれ るダガー獲 り(f84,

f 86)に あ て られ てい る.

3.3.魚 類 の認知― ブ ワ リ族 を中心 に

ブワ リ語 では魚類 をESWI(―)と 呼んでい る.

魚 と同 じように水中に生活 してい て も,mhshisa

(エ ビ類),nala(カ ニ類),lukulo(二 枚 貝類),

〈tombetombe〉(ク ラゲ),misundu(ヒ ル)は け

っしてESWIで は な く,KIJIMU"虫"だ と考え

られてい る.ま た,ブ ワ リ族 は これ らの生物を食

物 とはみ な していない.ブ ワ リ族のESWIは ソ

ンゴー ラ族 のNFII同 様,分 類学上 の硬 骨魚類綱

に対応 していた.

表9は タ ンガ ニイカ湖 お よびその流入河 川に棲

息 してい る魚類 の うち,筆 者が何 らかの方 法で確

認 しえた ものの リス トであ る.記 載 の方 法は表6

の ザイール川 の場合 に準ず るが,T-と い う符号

でザイール川 のZ-と 区別す る.

T 1 sembe(―) ①"ヒ トの よ う に乳房

を もつ魚".体 の模様や色 そ して形 はchato(ニ

シキヘ ビ)に 似 てい る.③ ブ ワリ族は この魚を食

べない.njilo(タ ブ ー)で はないが昔か ら食べな

か った.食 べ ると吐き もどして しま う.こ んな も

のを食べ るのはベ ンベ族だ けだ.〔 ウヴィラの市

場では しば しば売 られ ていた.〕

T 2 kungulumakamba (―) (ベ ンベ名)

ブ ワ リ族 には知 られ ていない.① 体長40～50cm

に な る細長 い魚 〔Vi〕.鱗 が堅 く剥がすのが難 し

い 〔Vi〕.セ ンザ ンコゥ(?abanga,ベ ンベ語)の

ような魚だ 〔Be〕.あ ま り泳 ぎまわ らない 〔Vi〕.

②非常 に珍 しい魚 〔Vi,Be〕.⑤ 薬用 に され る.

対岸 のキ ゴマ(Kigoma)で 皮 のかけ らを入手 し

た ことが あ る 〔Vi〕.

T 3～9は ニシ ン科 の2種 の魚で,LUZANGA

(N-)と 総 称 され る.共 通語で 〈ndagaa〉 と呼ん

でい るものであ る.

T 3,T 4 ① ダ ガーの中で,大 きくな る方

の魚であ る.幼 魚段階 の ものはkisambaと い い,

体 長がT 6のkalｕmba を 越 え るくらいか ら

lumuと い う名 に変 る.T 62,T 78,T 90な ど

に食われ る.② 小 さい方 のダガーT 6～8ほ ど沢

山獲れない.月 のない夜には岸辺近 くまで群れが

や って くるが,せ いぜい1ヵ 月に1～3日 ほ どだ

〔Vi〕.③ 肉が柔 らか くてあ ま りおい しくない.⑥

T 3はT 6と 同 じくらいの大 きさだ が,乾 燥 さ

せた ものはT 3の 方 が安い.〔 調査期間中,半 島

の東側のデ ィネ(Dine)集 落 ではT 3ば か りが

乾燥用 の棚 の上で燻 製に されてい るの を 見 か け

た.〕

T 5とT 9 mwala(―) ダガ ーのご く小

さい ものをmwalaと 総 称 してい る.し か し,イ

ンフォーマ ン トに よってはT 5を mwala-we-

kisamba,T 9をmwala-we-kalumbaと 呼 んで

区別 でき るとしていた.① 大 きな魚を逃がれて岸

辺 に来 る.② 女や子供 が布 や鍋を用いて岸辺で掬

って獲 る(f88の 漁 法).③ 非 常に美味.と くに

ヤ シ油で料理す ると美 味.⑥ 市場で売 るために獲

ることは禁 止 され てい るが,食 べ る分を獲 って も

問題 はない.〔 ウヴ ィラの市場で何度か売 ら れて

い るのを見 るかぎ り,ダ ガーの稚魚はほ とん どが
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T 9で あ った.〕

T 6～8 ① 小 さい方 のダガー.kalumbaが

最 も大 き く成長 した ものであ り,kauzulumba,

kauzu の順 に小 さい段階を指す.夜 間灯火に集

ま る.雨 が激 しく降 ると湖面 の表 層か ら中層に も

ぐって しま う.北 風で水が底までか きまぜ られ る

ときには,う ま く灯火に集 まらない.②4月,湖

の増水が著 しいときもあ ま り獲れない.雨 季 が始

ま って若葉が萌 え出るlembaの 時 期に最 もよく

獲れ る.お おむね夜間に獲 ってい るが,昼 間で も

群れ が岸辺近 くにや って来ればf84地 曳 き網 漁

で獲 ることが ある.ダ ガーの うちで もよ く獲れ る

方 の魚であ る.昔 は湖中が ダガーでい っぱいだ っ

たが,石 油 の圧力 ランプの普及後はずいぶん減 っ

た.最 近5年 間 の減少が著 しい.ダ ガー獲 りは狩

りと同 じだ.人 に よ りときに よ り運,不 運があ り,

予 想はで きない.③ 味はT6・T7・T8の 順 で,

大 きい方が よく肥 えていて美味.⑥ 乾燥 した もの

の単価 はT6・T7・T8の 順 に安 くな る.〔 ダガ

ーには決った価格がな く変動が激 しい.1979年

9月 現在乾燥 した90kg詰 め の1袋 がT6で

260ザ イ ール,T8は200ザ イ ールで仲 買い商人

に引 き渡 され て い た.最 近の値段 の変動幅は,

1978年12月 に ソメ集落で550ザ イ ール,ウ ビラ

で750ザ イ ールだ った のが最高で,そ の後400～

300ザ イ ールの問を上下 してい る.天 候 が不順だ

と天 日に よる乾燥がで きず腐 るので極 端な品薄 に

な ることが ある.〕

ウブ ワリでは ダガーが専 らの収入源で,他 の魚

は食べ るだけ しか獲 らない.

T 10 mchimba (mi-) (ベ ンベ名) ブ ワ

リ族 のテ リトリーには モル ミルス科の魚は見 られ

ない.タ ンザ ニアで 〈ndomondomo〉 と呼んでい

るMormyrus sp.と は 異な り,長 い 口吻部を もっ

ていない.① 小川 の泥場にい る 〔Vi〕.対 岸のネ

ンバ川(図3)に い る 〔Bw〕.② 稀.

T 11 kabwa-meeno (tu-)/kabwa-naana

(tu-) tiger fish の1種 ①kabwa(イ ヌ)

のmeeno(歯)と い う意 味の名 で,イ ヌよ りも

鋭 い歯 を もっている.大 きさは ヒ トの もも くらい

になる.x字 型に 分岐 した骨があ る.② 稀.③ 身

が白 くて柔 らか く,脂 がの っていて うまい.

T 12 manze(―) ①T 11に 似 るが歯 が

鋭 くない.分 岐 した骨を もつ.鱗 はT 16に 似

る.岩 場 の深みの底にい る.川 の近 くにい る.②

稀.

T 13 ngoloo(―) ② 浅瀬.イ ネ 科草本

の藪 や砂地 にい るが泥 場に も 多 い.水 面を泳 ぐ

〔Be〕.ル バ ナ集落(図3)の 近 くには と くに多い.

② 何 で も食べ る.ぼ ろ布で も石鹸 で も食べ る.釣

り針 な しで も釣 れて くる.ダ ガーも食 うし草の葉

も食 い,よ く獲れ る.③ 美味.鱗 を剥 が し骨を細

か く切 ってか ら料理す る.骨 が多いか ら2,3才

までの子供 には食 べ させない.④ 結 婚式での長老

か ら花嫁 への説 教に"ngolooの よ うにな るな"

とい う部分 があ る.ngolooが 激 しく泳 ぎまわ る

ことを,家 に落ちつかない女にた とえた ものだ.

T 14 kashishi(tu-) ① 湖 の底層にい るが

河 口に も多い.肉 は黄 色だ.② 稀.

T 15 kabeewe(tu-)/manza(一) moon-

fish.① 体 は平 た くて大 きいが頭 は小 さくこぶ し

ほ どしかない.骨 が それ ほ ど多 くない.② 稀.〔 ウ

ブワ リ半 島の先端をMbanza岬 とい うが,こ れ

は この魚の共通語名を とった ものか もしれない.〕

T 16 mliba(―) ① 歯 が ある.大 きい鱗

があ りひげはない.体 長50～60cmに な る大 き

い魚であ る.分 岐 した小 さい骨が多い.T 17,T

19 kitumbiの"兄"で あ る.大 雨の とき川に入 り

遡 ってゆ く.乾 季 には湖に降 りて くる.③ 炊 くと

美味.鱗 ごと食 べ ることがで きる 〔Vi〕.

T 17,T 19 kitumbi(bi-) 体 長20cm

位 ま での ものは,鱗 の数に違 いがあ るだけでほ と

ん ど見分 けがつかない.①T 17とT 19は 同 じ

魚であ る.T 16に 似 る.口 の奥 に歯が あ る.〔 ヴ

ィラ族 でル ジジ川にい る小 さ くて 黄色い魚(ni-

ngu)と い うのはおそ ら くこの2種,の 魚を指す も

の と思われた.〕

T 18 malaa(―) ①T 19と は別 の魚で

あ る.か な り大 き くな る.ヴ ィラ族は これの子供

がT 20だ と言 っていた.② 川にい る.ウ ブ ワ リ
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半島の川に もい る.

T 19→T 17

T 20 kilangala(bi-) ① 共 通語で 〈sar-

dine〉 と呼ばれ るのは缶詰 のイ ワシに似てい るか

らであ る.〔 ヴィラ族 はT 18の 子 供だ と言 う.べ

ンベ族では ?ILANGALA に は 大小2種 類あ り,

大 きい方 はmliba(T 16),小 さ い方はishembe

(T 25)と 呼ぶ とい う.ま た,湖 のものと川 のも

の とが あるとい う.〕

T 21 mlono(mi-) ① ダ ガー獲 り の灯 に

集 ま り水面を泳 ぎまわ る小魚.② 獲れ る量 は少な

い.③ 頭が苦い.④ よい魚ではない.こ の魚を食

べ ると頭 の中に傷が で きて頭が痛 くな る.ど の部

族の人 も食 べない.〔 ダガーを干す砂場 に,乾 燥

した ダガーが袋に詰め られた あ とこの魚が打 ち棄

て られ ているのを見かけ る.共 通語 の名称 〈ka-

bangula〉 または 〈kabangulakichwa〉 は 〈wa-

nga〉(傷 つけ る),〈banguzi〉(大 きな傷),〈ki-

chwa〉(頭)等 の意味か ら,"(頭 を)傷 つけ る小

さい もの"と い った意味であろ う.〕

T 22 kitumbimalaa(bi-) ① 白 っぽ くて

大 き くな る魚.体 に水平な筋が入 ってい る.〔 名

前はkitumbi(T 17,T 19)+malaa(T 18)と

分 析で きるが,果 た してVaricorhinus属 で あ る

か否かは不 明であ る.も ともと成長段階 に よ っ

て,小 さい方か らkitumbi-kitumbimalaa-ma-

laaの3段 階に,T 18とT 19のV.tangani-

caeを 分 けていた ものが,成 長段階 に関す る知識

が失われ た とも考 え られ る.〕

T 23 kitina (bi-)/kitinga (bi-) ①Ba-

rilius ubangensis(BRIcHARD,1978,p.352)に

似 てい る.T 20の 類 であ る.〔T 23とT 24は 同

じ魚を指す ものか も しれな い.た だ し B.uba-

ngensisは こ こには分布 しな いとされ てい るので

これに似た別 の種であろ う.〕

T 25 ishembe(ma-)(ベ ンベ名) ① 小 さ

い魚.T 16と と もに ?ILANGALA(→T 20)

と総 称す るともい う.

T 26 ngona(―)〈pono〉 ①T27に 似 る

が もっと細長 い.腕 大 にな る.② 稀.④ ほ とん ど

の ブワ リ族 の人は この魚を食べない.こ れを食 べ

ると2,3時 間 で力が抜け て眠 って しま う.人 が

疲 れた ように見 える ときには次 のよ うに尋ね る.
"Anolya ngona?Mala osi azeleka

.""お ま えは

ンゴナを食べた のか.体 か ら力が抜 けている よ."

〔ジ ョンソンのス ワヒ リ語辞典に 「pono:動 作 の

鈍い魚」とあ る.Ana usingizi kama pono."彼

は ポノの ように眠たが っている"と い う表現(Jo-

HNsoN,1939,P.384)も あ る.〕

T 27～T 31 Chrysickthys 属 は 〈kilawa-

gabo〉 と総称 され る.

T 27 mvulu(―)/kibonde(bi-) ①T 28

に似 るが体色が 白 くて,T 28よ り大 き くな る.

昼 は沖,夜 は岸辺 にい る.小 さい ものは岸辺の砂

地 にも岩場 にもい る.② 釣れ るときには,T 35

shina と異 な り2,3度 引 いた り引かれた りす る

と上 って くる.③ 炊 いて も焼いて も大変美味.滑

らかな肉で,骨 が少ないので幼児に も 食 べ さ せ

る.女 たちの多 くは食べない.⑥ 沢 山獲れ ると,

切 れ 目を入れて火で乾燥 させ る.〔 ウヴィラの 市

場で もよ く見かけた.〕

T 28 mbiisu(―)/nguuku(―) ① 体 が

真 っ黒 く,体 長は短 く,頭 が平たい 〈kilawaga-

bo〉 の1種.夜 間移動す る.② 底釣 りす るとき

ndubu(T 67)を 餌 にす る.③ よく肥えてい る.

皮 は脂が 多 くshina(T 35)の よ うに美味.⑥ 食

べない女が 多い.鱗 が ない魚は多 くの女が食べな

い.〔 ベ ンベ名 は"岩 の中の ムヴル"と い う意味.

<kukumaji>は"水 の ニワ トリ"と い う意味.そ

の味覚を ニ ワ トリにた とえてい る.

T 29,T 31 kifyunu (bi-)/mfunu(mi-)

ギギ 類2種 が同 じ名で呼ばれていた.① 黒 っぼ く

て細い 〈kilawagabo〉 ⑥ これを食べない女 もい

る.

T 30 nkongwe(―) ①T 29の 腕 よ りも

細い もの.

T 32,T 33 nmeke(mi-) ① 小 さい魚で

T 28やT 29の よ うに大 き くな らない.浅 瀬 の

やや沖寄 りの所 の底層 にいる.② 生の ダガーを餌

にす ると夜 間 よく釣 れ る.⑥ 女 も食べ る.胸 鰭 と
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背鰭 に棘 があ り,こ れに刺 され るとひ ど く痛い.

刺 された ときには痛む所を火に近づけ,我 慢で き

ないほ ど熱 くな った ら火か ら遠 ざけ る.こ れを繰

り返す と痛みがひ く.ワ ニで もこの棘で死ぬ こと

が ある 〔Be〕.

T 34 kavungwe (tu-) ①T27～29に 似

るが頭が石 のよ うに堅い.大 きい ものは沖 に,小

さい ものは浅瀬にい る.河 口で好んで泥 を食べて

い る.② 大 きい川で よ く獲れ る.昼 夜 とも獲れ る

が,釣 りでは獲れ ない③非常に美味.④ 捕 えられ

るとmafu mafuと 鳴 いて死ぬ のがafuu(死 ぬ)

と も聞 こえ る.⑥ 女 の中には食べ ない人 もいる.

T 35 shina(―) オ オ ナマ ズ.① 太 ももよ

り大 き くな った ものをshinaと 呼 ぶ.深 みにいる

が水面に も上 って くる.月 のある夜6～8時 ごろ,

10匹 も20匹 も浮いた りも ぐった りしなが ら岸辺

に近づいて くる.② 非常に耳 ざと く悪賢 い魚なの

で慎 重に しない と獲れない.網 や糸は強 くなけれ

ばな らず,釣 り上げ るのに5時 間 もかか ることが

あ る.③ 非常に美味.

T 36,T 37 kiloloshina (bi-)/kilolo (bi-)

① T 38は ひげが6本 だが これ には8本 あ る.

kiloloに は"子 供"と い う意味が ある.shinaの

"弟"で 太 もも くらい の大 きさにな る.

T 38 mbane(―)/mluba.(―) ナマ ズ.

① ひげが6本 ある.大 きさは太 ももどま り.② 湿

地や,ネ ンバ,ム タンバ ラ,サ ンジ ャ川(図3)な

どの大 きい川にい る.湖 に も少 しはい る.雨 が降

って池 がで き,2,3ヵ 月 もす ると,ど こで湧 くの

か この魚がい る.② ウブ ワリには多 くない 〔ウブ

ワ リの青年 の中には,ベ ンベ族が持 って くる燻 製

に した もの しか見 た ことが ない とい う人 もい る.

老 人はmlubaが 正 しい ブワ リ語だ と言 って い

た.〕

T 39 nyika(―) デ ンキナマズ.① 触 る

と強い電気 のよ うな ものを感 じる.ヒ トの ももほ

どの太 さになる.② 時 々獲れ る.美 味だが,男 の

中に も食べ ない人が多い.④ 捕 え るとき下唇 を持

てば手は しびれ ない.上 唇を持つ としびれ るが死

ぬほ どの ことはない.⑤ 皮 は食べ ないで薬 〈da-

wa〉 に す る 〔Be〕.

T 40 ndumi(―) ①T 41の"兄"で あ

る.T 41に 似 るが大 きい.斑 点がな く全体 に黒

っぽい.頭 の形 はT 34に 似 る.頭 の幅は15cm

ほ どにな る.② 脂 がの っていて美味.⑥ 食べ ない

人 もい る.

T 41 kangoongo(tu-) ① 小 さい魚で,T

40の"弟".砂 と泥 の混 りあった所に多い.③ 美

味.

T 42 nabatolo(―)(ヴ ィラ名) ① 全 身

が真 っ黒 〔おそ らくT40と 同種だ が同定で き

ていない.〕

T 43 ikiki(ma-)(ベ ンベ名) ① 小 さく

て黒い.岩 場 にい る.昼 で も獲れ る.〔 指小辞bu-

を 付 してbuikikiと 呼 ぶ こともある.〕

T 44 mshiya(mi-) メ ダ カの1種.② ご

く普通に獲れ る.貪 欲 な魚だ.T 13 ngolooと 並

んで まっ先 に鉤 にかか って くる.③ 身が柔 らか く

て不味.⑥ タブーではないが,こ んな魚は食べな

い し先祖 も食べ なか った.子 供が食 べ るだ け.結

婚式 に長老 が花嫁 に説 教す る文句の中に 「mshi-

yaの よ うにな るなngoloo(T 13)の よ うにな る

な」 とい う部分があ る.餌 を入れ るとす ぐ食いつ

くこの魚 の性質 を,夫 以外 の男にす ぐ誘惑 され る

女にた とえてい るのだ.

T 45 kiminye(bi-),T 46 nomba(―)

①nombaの,2人 で担 がなければな らないほ ど

に大 き くなった ものをkiminyeと い う.② 力 は

強 いが,鉤 にかか った ら3度 糸を引いた りゆ るめ

た りす る うちに水を飲んで上 って くる.昼 夜 とも

獲 れ る.こ れを獲 る漁法は多い.③ 柔 ら か く美

味.〔 ベ ンベ名 が採 集で きなかったが,T48同 様

sangalaと 呼 ばれ ている らしい.〕

T 47→T 51

T 48 sanala(―) ①T 46に 似 るが頭 が

T 46ほ ど長 くな くむ しろ小 さい.② 普通に獲れ

る.③ 大変美味.

T 49→T 51

T 50 nonji(―) ①T 46,T 48に 似 る

が,nonjiは 頭 と目が小 さい.形 はT 52 mkeke
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に似 る.い つ もダガーの群れを追 っている.よ く

獲れ る.② ダガーの群れに 目が荒い地曳 き網 をま

わ して曳 くと昼で も夜で もnonjiが 獲 れ る.鉤 で

はほ とんど獲れない.③ 肉は締 っていて炊いて も

焼い ても美味.ブ ワリの人は,nonjiが 一 番美味

で,sanala,nombaの 順 だ と い う.nonjiは 白

人が好 きなT 62,yellow bellyよ りも うまい.

どれで も自由に選べ といわれれば まずnonjiを

と る.〔 ヨー ロッパ人は逆に,nomba〈 カ ピテ ン〉

→sanala→nonjiの 順 に評価 してい る.〕

T 51,T 47,T 49 kalebelebe(tu-) ブ ワ

リ族 はこの3種 の稚 魚を一つ の名 で呼んでい る.

〔ヴィラ族 は種 ごとに別 の稚 魚名を与 えてい る.〕

ブ ワリ族に も,ベ ンベ族 同様 に,nonjiは 小 さ く

て もnonjiで あ ると主張す る イ ンフ ォーマ ン ト

がいた.し か し彼がsanala(T 48)で あ ると主

張 した魚は同定 の結果T 51で あ った.① それぞ

れT 46,T 48,T 50の 稚 魚.腕 の太 さを越 え る

と名前が変化す る.T 47は 他 の2種 よ り黒いの

でわか る.灯 火を追 う.

T 52 mkeke(mi-) ① 形 はT50に 似 る.

ダ ガーの群れを追 ってい る.mikekeの 群 れが岸

近 くに来た ときは少 々の ことでは逃 げない.② 昔

は釣 り(f 64)で 獲 っていたが,月 の出の ころに

よ く獲れ た.き わめ て普通.1979年 の10月 デ ィ

ネ集落にmikekeの 群 れが来 て,長 さ15mの

船 外機 つ きボー ト2杯 に満載す るほ ど 獲れ た.

⑥ 沢 山獲れた ときは 燻製 に す る.〔 ヴィラ名 の

mgwabugaと は 「ダガー干 し場(buga)ま で来

るもの」 とい う意味であ るとい う.〕

T 53 nyamunyamu(―) ①T 52の 稚

魚.小 さい ものを とくにbunyamunyamuと 呼

ぶ こ ともある.② ダガーと一緒に地曳網で獲 る.

③ 美味.〔 タ ンガニイカ湖北方120kmも 離 れた

ブカヴ(図1)の 市 場 で売 られていた.ブ カヴで

の生魚はT 52とT 53が 主 であ った.T 53を

ブ カヴではtolotoloな い しsambazaと 呼 んで

いた.〕

T 54,T 55 mlombo(mi-) ① 模 様がな く

全体に黄色 っぽい トゲウナギ.⑥ 食べ る人 も食べ

ない人 もい る.

T 56 mlombo-we-filiji(milombo-yi-filiji))

① 体 に縞が入 ってい る.砂 地 の中に岩が散 らば っ

てい る所 にい る.〔 ベ ンベ族は,模 様が ないのは

岩場 の岩 のす き間 に,縞 模様 のものは砂地の底の

方に いると言 っていた.〕

T 57 sama(―)(ヴ ィ ラ名) フ グ.① ふ

くれ る.② ウブワ リにはいない.大 きい川にい る.

⑤ タ ンザ ニアでは畑 のま じないに使 うそ うだ.キ

ゴマの市場で売 ってい るのを見 た.

T 58～119は い ずれ もただ一 つの科,カ ワスズ

メ科に属す る.「 カ ワスズメ科」に相当す る フ ォ

ーク ・カテ ゴ リーはない.体 長が小 さ くきわ立 っ

た特徴 を もたない カワス ズ メ 科 の個体は LEN-

DA(MA+),〈SEMBE(MA+)〉 と総 称 され て

いる.

T 58 lala(ma+),T 59 LENDA(MA+)

一 つ の種 の雌雄 が異な る名 で呼ばれ
,別 の魚だ と

思われ ていた.lalaと い う名 で このほかに もT

64,66,92,93等 を呼ぶ.こ れ らには腹鰭 の先が

細長 く伸び るとい う形態的特徴が共通 してい る.

lalaに つ いてはT 66で 述 べ る.

T 60 mbanga(―) Bathybates属 の 多

くはmbangaと い う一つの名を もつ ら しい.①

ダガーを食べてい る.⑥ す ぐに腐 って しま う.

T 61 ndengela(―) ①mbanga (T 60)

に 似 るが,体 長 が短 くて体 高が高 い.② ダガーの

1種kisamba(T 4)を 獲 るとき,地 曳網に沢山

一緒に入
っている.〔 おそ らくT 72も 同 じ方名

であろ うが,サ ンプルが採集で きなか ったため一

応別 に扱 う.〕

T 62 ngue(―) yellow belly.タ ンガ ニ

イカ湖最大 のカ ワスズ メ科 の魚.① 沖 にい るが砂

地 の浅瀬に も来 る.砂 地で子供を生む.子 供が小

さい うちは両親 が子供を護 ってい る.そ の様子は

ニ ワ トリの親 子 のよ うだ.② 目の荒い地 曳 き 網

(f 83)でkabodolo(小 ボ ー ト)一 杯 も獲れ るこ

とがあ る.③ 肉が締 っていてたいへん美味.

T 63 kyono(byono) ブ ワ リ族 ではT

100～T 103のSimoohromis属 と同 じ方名にな
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って い るが,ベ ンベ族,ヴ ィラ族では別 の方名が

与え られてい る.① 砂地にだけい る 〔Be〕.

T 64 lala(ma+) ① 砂 地にいて砂 の中に

プル プルー ッと入 り込む 〔Be〕.→T66

T 65 LENDA(MA+) ①LENDA(ヵ

ワスズ メ科 の雑魚)で あ る.

T 66 lala(ma+) lalaと い う名称を も

つ多 くの種 の うち,こ の種だけが ブ ワリ族に よっ

て示 され るlalaの 生 態に合致 してい る ように思

われ る.① 腹鰭が長い.砂 の上に丸い巣をつ くる.

この巣を ブワリ語でkifukyo-kye-lala"lalaの

巣"と い う.

T 67 ndubu(―) ① 頭 の上に こぶが あっ

て頭が2つ あるよ うに見え る.② 昼10～11時 ご

ろ とくに よく獲れ る.③ 脂 がの っていて美味だが

luke〈shombo〉(魚 臭 さ)が 大変強い.〔 この呼

び名 にはT 67の 稚 魚によ く似た別 の魚(T 85)

が 含 まれ てい るよ うだ.〕

T 68 nungi(―) ③ 小 さいが美味.

T 69 klzole(bi-) ① 小 さい.卵 を産む こ

ろ体色が変 る 〔Be〕.水 が増 える4,5月,大 型イ

ネ科草本が水 に沈む とそ の中に多い.

T 70 kilomo (bi-) ブ ワ リ名"-lomo",

ヴ ィ ラ名,ベ ンベ名 の"-domo"は い ずれ も口と

い う意味で,突 き出た 口吻部に由来す るら しい.

① 小 さい.④ 釣 り上げ るときの手 応えがnekuki-

ja kichi ne machakachaka"や ぶ の中に釣棹 を

おろ してもらって うれ しい"と 感 じられ る.

T 71 lukooko(―) ① 砂 地だけ に いて小

さいkauzu(T 8)やmwala(T5,T9)を 食

べ ている.

T 72→T 61

T 73 ?ulungu(―)(ベ ンベ名) Ckarino-

ckromisも 含 まれてい るか もしれな い.① 小さ く

て細い.体 側に水平な縞が あ る.

T 74 kalila(tu-)/wakalindi(―)① 小

さい.〔 イ ンフ ォーマ ン トに よっ て 名称が異 なっ

た.〕

T 75 njeenja(―) ① 岸 近 くにい る小魚.

③T 77の よ うに苦 いところがな く,脂 がのって

い る.

T 76 kaubao (tu-)/kipanga(bi-) ①

panga(刀)の ように体 が薄 い.ka-ubao(小 さ

い板).

T 77 kindabululu(bi-) ③ 頭 は大変苦い.

内臓 も苦いが,肉 は美味.

T 78 kisondoja(bi-)/msondeja(―) ①

kisondojaが 正 しい ブワ リ語だ と老 人は言 う.②

夜 も昼 も獲れ る.③ 苦みはな く美味.

T 79 kitebo(bi-)/mbasa(―) ①mba-

saは 斧 〈shoka〉 の ことで その三角形 の刃 のよ う

に 口が細い.

T 80 mbongo-yi-maazi(―) (ヴ ィ ラ名)

①mbongoは 陸 棲 の哺乳類 ブ ッシ ュバ ックの名.

体 の黄色がmbongoに 似 るので"水 のmbon-

go"と 名付 けた とい う.

T 81 kikalakata(bi-) ① 少 し沖 合いの

岩場にい る魚.

T 82 mgunda(mi-) ① 小 さい.② 子供が

釣 る.

T 83 swahili(―)(ベ ンベ名) ブ ワ リ族

はT 77と 同 じ名で呼ぶ.ベ ンベ語,ヴ ィラ語の

swahili,sumailiと い う名は"ス ワヒ リ"に 由来

す るらしい.こ の魚はあ ま り逃げず じっと1ヵ 所

にい るので,"礼 儀正 しい"と 言われ る.こ の性

質をイス ラムない しス ワヒリにた とえてい るので

あろ う.

T 84 LENDA(MA+) ①LENDA(カ

ワスズ メ科 の雑 魚)で あ る.

T 85 yaana-ye-ndubu(―)/ndubu-ye-ma-

bwe(―)2説 あ り,一 つはT 67のyaana

"子"で ある といい
,い ま一 つはそれ に似 ている

が別の ものでT 67に は な らないか ら別名ndu-

bu-ye-mabwe"岩 場 のndubu"と す るとい うも

のであ る.① 岩場 に近 い砂地 にい る.③ あま り脂

がの らない.

T 86 kashikwa (tu-) ①kapopo T

113～T 115に 似 るが,体 に水平 な赤 い筋が1本

あ る.② 子供が獲 る.

T 87 ?eΦubeΦube(bi-)(ベ ンベ名) ④ 一
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度 口を閉 じると二度 と開かない魚 〔Be〕.

T 88 kashini(tu-)①LENDAで あ る.

T 89 munugobangoli(mi-)(ヴ ィ ラ名)

〔Limnockromis nigrippinisの 写 真に よって得 ら

れた方名.〕

T 90 nunnula(―)① 成熟す るとの どの

下が赤 くな る.② よく獲れ る.③ 大 きい ものは大

変美味で,焼 いて も炊 いて もよい.

T 91 ndafwa(―)/mlomo(mi-) -lomo

はT 70と 同 じく"口","唇"の 意であろ う.①

本当のブ ワ リ名 はmlomoで あ る.

T 92,T 93 lala(ma+) ブ ワ リ族 で は

T66等 と同 じ名だが,ベ ンベ族は この2種 を他

と区別 してilalalalaと 呼 ぶ.

T 94 mbeeta(―) mbeetaと 呼 ばれ る魚

は他にT 96,T 110が あ る.ど れ も細長い体を

してい る.

T 95 kyono-kye-mabwe (byono-bye-mab-

we) T 100～103のSimockromis kyonoと

区 別 しない人 もいるが"岩 場 のkyono"と 呼 び区

別 されてい る.普 通 のkyonoよ りや や大型.

T 96 mbeeta(―)鱗 食 い(scale eater)

とい う特殊な食性を もつT 94,T 96,T 97が 体

型 の違いに もかかわ らずmbeetaと い う単一 の

レキシームに含め られてい ることは興味深い.体

高が高 く一見非常に異な るT 97はmbeeta-ye-

mabwe"岩 場 のmbeeta"と 呼 ばれ る.

T 97 mbeeta-ye-mabwe(―) ① 腕 大 に

な る.小 さい ときは岩場 にい る.

T 98 kimbwi(―) ①nnee(T 99)に 似

るが もっと黒い.湿 地に いてkizole(T 69)と 一

緒 に獲れ る.③ 脂が よ くのってい る.

T 99 nnee(―) ①T 98と 同 じ形 を して

い る.② ベ ンベ族は夜,目 の荒い刺 し網を入れ,

舟 べ りを叩いて この魚を網に追い込んで獲 る.ご

く普通に見 られ る魚で よ く獲れ る.

T 100～103 kyono(byono) これ ら4種

のSimockromis属 は どの部族 も区別 し ていな

い.① 岩場にい る.よ く獲れ る.② 釣 れた ときの

手応 えは,mnengeneengeと い う感 じで2段 に

引 く.

T 104 butinya(―)(ベ ンベ名) Eretmo-

dus,Spathodus属 等 の体型の似た小型魚を も指

してい るか もしれない.① 砂地 にいる.ル ジジ川

に もい る.

T 105 kiilhfifi(bi-) ①kiiluは"黒 い"

の意で,黒 色の小魚.

T 106,T 107 sakasaka(―) ① 白い.

ndengela(T 61)に 似 るが それほ ど大 き くな ら

ない.② 地曳網 がまだ遠 くにある うちに,網 を逃

れて砂浜 に上 って くる.白 いので よく目立つ.③

小骨が多い.ダ ガー と同 じ料理法で食べ る.

T 108 kyono-kye-mlaba(byono-bye-mila-

ba) ①"帯 のあ るkyono"の 意.背 中に黄色

い模様が ある.岩 の隙 き間 に住む.ベ ン ベ 名 の

?echiikaは"腹 の中ほ どが火の よ うに 赤い 魚"

の意 味 とい う.

T 109 ndana(―) ① 割 合大 き くな る.地

曳網 に入 る と多 くは水面 を飛んで逃げて しまう.

②釣 りでは獲れ ない.〔 ヴィラ名のkabalalaは

擬 音 で,水 面 を飛 んでいるときは この名で呼ばれ

る.〕

T 110 mbeeta(―) ③ 非 常に美味.

T 111 mulunda(mi-) ① 細 長い小魚.②

昼 も夜 も獲れ る.③ 小 さいが とても美味.指 大 の

ものが とくに よい.

T 112 kingumungumu(bi-) ①kapopo

(T 113～T 115)に 似 るが 目が大 きい.親 指ほ ど

の大 きさの魚.④ 釣 れた ときmbeleje iseise"少

し下 さい"と い う手応えがあ る.〔kilyongoが 正

しい ブワ リ名でkingumungumuは ス ワヒリ語

だ とい うイ ンフ ォーマ ン トもいた.〕

T 113～115 kapopo(tu-) ①T 111～115

は み な似 てい る.

T 116 ?amisimisi(tu-)(ベ ンベ名) 鰭

が黄色 い.Lamprologusの 写 真 を見 て与 えた名

称.

T 117 i?oola(ma-)(ベ ンベ名) おそ ら く

Tropkens属 で,?echllka(T 108)と は 別 の赤 く

ない模 様の ものを指す よ うであ る.
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T 118 ?itumbu(bi-)(ベ ンベ名) Xeno-

tilapiaに 似 た細長 い魚ら しい.

T 119 kikulikuli(bi-) Simochromis sp.

の写 真を見て与えた名.① 白っぼ くて黒 と赤 の斑

点があ る.バ ラカに多い.③ 不味.

3.4.魚 類 の民俗分類(ブ ワ リ族)

2.4 の ソ ンゴーラ族 の場合に準 じて,ブ ワリ族

の魚類 の民俗分類を図6に 示す.

ブ ワ リ族はすべての魚類をESWI(―)と い う単

一 の フォー ク ・カテ ゴ リーに含めてい る.ESWI

には,ダ ガーを指すLUZANGA,ト ゲ ウ ナ ギ

MLOMBO,ヵ ワスズメ科の小魚を指すLENDA

のわ ずか3つ の包括名があ るにす ぎず,ブ ワリ族

の民俗分類体系は,魚 に対 しては3つ の レヴ ェル

か ら成 ってい ることがわか る.生 長段 階に よ り名

前が変 るが"一 つの魚"と 認め られてい る"出 世

魚"〔L.S.〕 が8組 あ る.そ の内訳 は4段 階に分

け られてい るものが1組4個 別 名,3段 階 が2組

6個 別名,2段 階 が5組10個 別 名 で あ っ た.
"出 世魚"に 含 まれ る個別名は合計20で 全個別名

79(シ ノ ニム16を 除 く)の 約25%で あ った.

表9にT1か らT119ま で タ ンガニイカ湖に

おけ る方名 と魚種 の対応関係を示 した.こ の うち

ブ ワリ語に よる個別名がない も の16を 除 い た

103例 に ついて,個 別名 と魚種 の対応を見 ると,

個 別名 と魚種が1対1に 対応 してい るも の が50

(50個 別 名50種),多 対1に なってい るものが2

(2個 別 名1種),1対 多 になっている ものが28

(10個 別名28種,),多 対 多となっているものが23

(17個 別 名11種)で あった.結 局 ブ ワリ族では79

の個別名 に対 し,90の 魚種が対応 していた こ と

にな る.

4.比 較 と考察

4.1.魚 へ の関与 の様態

ソンゴーラ族 エ ニャ支族 とブ ワリ族について,

そ れぞれの魚への関与 の様態を比較す る.た だ し

漁撈 活動 その ものにかかわ る部分は別報で扱 う.

2章 お よび3章 で詳述 した よ うに,エ ニャとブ

ワリは,漁 撈 とい う点では魚に対 して詳細でかな

り客観的 な認知体系 を もっていた.し か し漁撈活

動 以外 の関与 のあ り方 を見 ると,魚 が禁忌 の対象

にな ってい る例や,禁 忌 ではないが昔か ら食べな

い例,呪 薬 の原料 とされ てい るといった例が観察

された.こ の3点 につ いて,ソ ンゴーラ族エ ニャ

支族 とブ ワリ族 の比較 を試み,ザ イール川 のキサ

ンガニの下流に居住 す るLokele族(GOSSE,

1962)と,タ ンガニィ カ湖 の東岸に居住す るTo-

ngwe族(伊 谷,1977;掛 谷,1978)の 例 も併せ て

比較す る.

何 らかの禁 忌の対象 とな ってい る魚は,種 の数

に して,エ ニャ9,ロ ケ レ6,ブ ワ リ0,ト ン グウ

ェ3で あ った.禁 忌の内容は,エ ニャ支族では6

種 までが,「 授乳 中の女性 は食 べてはな らな い」

とい う内容の もので,コ ケビラメ科の黄 色の肉を

もつ魚が5,黒 地 に黄色の筋 とい う模様を もつサ

カサナマズ(Z 105)が1,卵 を もたない とい う俗

信があ るナイルパーチ(Z 124～125)の 計7で あ

った.ナ ギ ナタナマズ科 の小 魚(Z 8)は,水 か ら

揚げ られ てもなか なか 死なない とい う特性に関連

させ て食べ ることは禁忌 になっている.ハ イギ ョ

(Z 1～2)の 骨 を噛み砕 くと性的不能にな るとい

われていたが,そ の理 由の説 明は得 ら れ な か っ

た.ロ ケ レ族 では 目の粗 い流 し網(f 51に 相 当)

で 獲れたす べて の 魚 の内臓 と,さ らに4種 の魚

(Z 34,51,53,83に 相 当)の 頭部は,漁 師 自身が

料理 しなければな らず,女 性はけ っして食 べては

な らない とされ る.ま た,子 供にニ シン科 の小魚

(Odaxotkrissa losera)を 食 べ させてはな らない

と考 え られ てい る.こ の魚を子供が食べ ると,病

弱にな って しま うか らだ と い う.嫁 入 り前 の婚

は,パ ン トドン科 の小 魚を食べ てはな らない.水

面 を飛 ぶ この魚の よ うに,男 と駆 け落ちす るとい

けないか らだ とい う.(GOSSE,1962,p.62-68).

後 述 の よ うに ブ ワリ族が食 用に供 しない魚は多い

のだが,そ れ は社会 的な禁忌ではない.ト ングウ

ェ族では,デ ンキナマズ(→Z 100,T 39)の 腰 の

鋭い骨で患部 を潟血 して,腕 の腫 れや腰 痛を治療

す るが,こ の治療 を受 けた者 はそのあ とで扉 に も

たれて はいけない とい う.カ ワス ズ メ科 の一 つ
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図6 魚類の民俗分類― ブワリ族の場合.

［記号の用い方は,図5と 同じである.］
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図6-2
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図6-3

(→T109)は 高 熱を 出 してそ の揚句頭が おか しく

な った人に食べ させ てはいけない.空 中を飛ぶ こ

の魚は狂気を助長す るか もしれ ないか ら.ま た こ

れ を禁忌 として食 べない氏族 もあ る.ま た コイ科

の小魚の漁法について,あ る特定の川にだけ適用

され る禁忌があ った とい う(伊 谷,1977,p.475,

p.500).

禁 忌 ではないが食用 としない魚は,エ ニャ3,

ロ ケ レ3,ブ ワ リ4,ト ン グウェ1で あ る.エ ニ

ャのそれは,体 長10cmに 満 たぬ小魚(Z 56,

76,119)ば か りで あった.し か し,た だ小 さいと

い うだけではな く,Z 56は 後 述 の よ うに呪 薬に

用 い られ,Z 76は"魚 であ るのに鳥 の ように飛

ぶ"と い う習性を もつ魚であ った.ま た フ グは,

こ とにその内臓 を食べ ない とい う人が多い.ロ ケ

レでは,フ ラク トラエムス科 の小魚はあ ま りに も

色 が鮮かなの と,"そ の血が ヒ トの血 の よう だ か

ら"食 べない.2種 のフ グも食べ な い(GOSSE,

1962,p.68).ブ ワ リでは,ハ イギ ョ(T1)は ニ

シキヘ ビの よ うだか ら食 べ な い.コ イ 科 の小魚

(T21)は,頭 の中を傷つけ るか ら食べ ない.メ

ダカ(T44)も 食 べないが,あ るいはそ の色 の鮮

か さと関連があ るのか もしれない.そ のほか,デ

ンキナマズを食べない人が多 く,ま た鱗が ない大

型 の魚を食べない女性が多 い.ト ングウェでは フ

グを 「毒はないが肉が よくない」 といって食べ な

い.そ のほかに食物 と して の評価が きわ めて低 い

魚は少な くないが食べない魚は フ グだ け で あ る

(伊谷,1977,p.475).

呪 薬 に用 い られ る魚は,エ ニャ3,ロ ケ レでは

不詳,ブ ワリ0,ト ン グウ ェ3で あ る.エ ニャで

は呪薬に用い られ る魚は,す べて他の植物性呪薬

と混ぜて,体 に傷をつけ て塗 り込め る.コ イ科の

小魚muntitinfii(Z 56)は,魚(nfii)で あ りな

が ら木(munti)の よ うに堅 いか らとい う理 由で

男性 の精力剤 とな る.デ ンキナマズ(Z 100)を 塗

り込め ると敵を倒す力がつ き,フ グ(Z 134)は そ

の丈夫な皮故に刃物で切 られて も傷を受けない呪

薬にな る.ブ ワリ族は魚を呪薬には用 いない.ト

ングウ ェは,オ オナマズ(→T 35)の 脂 肪 をスナ

ノ ミよけに足に塗 る.デ ンキナマズ(→T 39)の

使 用法は前述 のと うり.フ グ(→T 57)は,男 性

の精力剤,邪 術 よけ,畑 の豊作祈願 に と3様 に役

だつが,い ずれ も体をふ くらませ るとい う特性 に

由来す る用法 と考え られ る(掛 谷,1978,p.7).

魚 に 対す る関与についての よ り正 当な比較 は,

もっと広い文脈,た とえば動物全体 の認知体系 の

中で捉えてゆかなければな らない問題 であろ う.

しか し,こ こで比較を試みた4つ のバ ン トゥー社

会では,漁 撈 活動以外 の魚に対す る関与 の様態 に

類似 のパ ター ンが存在す ることに気付 く の で あ

る.ザ イ ール川沿い の方が タンガニイカ湖畔 よ り

も,超 自然的要素が色濃 く表われてい るとい う印

象を受け るのだが,そ れに もかかわ らず これ ら4

つ の社会には,そ うい った限定を受 け た 魚種 に

も,ま たそ の理由づけに も共通点を見 い出す こと
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が で きる.こ の共通点が,バ ン トゥーに共通す る

ものであ るか否か,あ るいはそれが よ り広い 「人

の知 的 メカ ニズムに もっとも基本的な属性」 であ

るのか といった ことが らを問題にす るためには,

も う少 し多 くの部族か らも比較 資料を得 る必要が

あ りそ うで ある.

4.2.魚 類 の民俗分類 について

4.2.1.民 俗 分類の構造 の比較

ザイール川で もタンガニイ カ湖で も魚類 は 「さ

か な」 に相当す る単一の包括名 を与 え ら れ て お

り,そ の範 囲は,分 類 学上 の硬骨 魚類綱 と一 致 し

ていた.も っとも包括的な 「さか な」 に当 る方名

と,他 の方名を含む ことがない個別名 の間に介在

す る方名 の数は,ソ ンゴー ラ族 エ ニャ支族 の場合

は4,ブ ワリ族,ベ ンベ族,ヴ ィラ族 では1,ソ ン

ゴーラ族 クコ支族 とビンジャ支族 ではそれが なか

った.民 俗分類体系がい くつ の層 に有節化 され て

い るかが,そ の体系 の複雑 さを表わす指標 にな り

うるとすれば,ザ イ ール川 の漁撈民 であ るエ ニャ

支族 の体系が きわだ って複雑 であ り,タ ンガ ニィ

カ湖漁撈 民3部 族 の体系 はか な り単純 な もので あ

り,ザ イ ール川沿いで も森林 の中に居住す る焼畑

農耕 民の体系 はま ことに単純で あるとい うことが

で きよ う.民 俗分類体系が い くつ の層に有節化 さ

れてい るかは,そ の体系が含んでい る個別名 の数

に も包括名 の数 に も関連が あると考 え られ る.そ

の ことは表10の エニ ャ支族 と クコ支族 の個別名

数の比較,エ ニャ支族 とブ ワリ族 の包括名数 の比

較 か ら明 らかであろ う.

本報 では,方 名 のラベルがは られていない カヴ

ァー ト・カテ ゴ リーの うち,生 長 段階に よって方

名が変 る"出 世魚"と 「～でない」 とい うことで

くくられ てい るカテ ゴリー 〔R〕 だけを取 りあげ

てい る.表10に 示 す よ うに"出 世 魚"の 系 列の

数 はザイール川漁撈民,タ ンガ ニイ カ湖漁撈 民,

ザ イール川流域森林農耕 民の順 に減 少 してい る.

この傾 向は,上 述 の層お よび包括名 の数 の傾 向 と

一致 してい る.

ザ イール川 とタ ンガニイ カ湖の間で見 られ る漁

撈専業 グループ間 の差を どの ように理解すれ ば よ

いので あろ うか.そ のために,魚 の民俗分類 の機

能的側面を,魚 類相 お よび生業 活動 との関連で見

てお きたい.

4.2.2. 魚 類 相 と民俗分類

あ る集団の生活環境 内に生息 してい る魚類 の種

類 のす べてを明 らかにす る ことは,民 族魚類学的

調査の要 件のひ とつで あろ う.し か しある地点に

何種 の魚類 が分布 してい るか を正確に把握す るこ

とはかな り困難 であ る.ザ イール川では,下 流の

キ ンシャサ付近 で235種,中 流 のヤ ンガ ンビ付近

で239種 が 記録 され ている(PoLL et GOSSE,

1963).キ ン ドゥの上流 の シャバ地方 で は,全 部

で182種 が 報告 されてい るが(POLL,1976),一

地 点で は この数値 をかな り下 まわ ってい るであろ

うか ら,キ ン ドゥ周辺 には150～200種 程度 が分

布 している と一応考 えてお くことにす る.一 方 タ

ンガニイカ湖で は,ウ ヴィラ付近 での調査 に よれ

ば,湖 の北端に流入す るル ジジ川 を含め て もせ い

ぜ い110種 程 度 であ るとい う(高 村 健二,私 信).

ウブ ワ リ半 島付近 にはル ジジ川の よ うな大河が な

いのでせ いぜ い100種 程 度 と考え られ る.魚 の個

別名 の数を比べ てみ ると,ブ ワリで79,ソ ン ゴー

ラのエ ニャ支族 で108と 後 者が前者 の約1.4倍

に な ってい る.ベ ンベ73,ヴ ィラ63と い う値 も,

調 査期間 の短か さを考 えれ ば,ほ ぼ ブ ワ リ族 と同

じ程度 と考 え られ る.タ ンガ ニイカ湖 の近 くに居

住す るが漁撈専業民 ではない部族 につ いては,ト

ングウ ェ58(伊 谷,1977),と い う値が得 られ て

いる.ザ イール川 のキサ ンガ ニ下流 に居住す る ロ

ケ レ族は漁撈 と交易 を主生業 としてい るが,そ の

Yaokandja支 族 で148,Yawembe支 族 で131

の 個 別名が得 られてい る(GOSSE,1961,p.378-

385).同 じ漁撈専業民で も,ザ イール川 の方が タ

ンガニイ カ湖 よ り多 くの 魚の方名 を認知 し て お

り,そ れは分布す る魚種 の数 を反映 していると,

この段 階では考え ることがで きる(表10参 照).

しか し,魚 の個別名は,魚 種 との対応が多対1

に な ってい るものが多い.そ こで多対1ま たは多

対多の対応にな ってい るものは,種 の数の方でか

ぞえ るとい う操作を加え ると,ブ ワ リ72,エ ニ ャ
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表10 魚類 の民俗分類体系の比較

図7 魚 類 の 成 長 段 階 の区 分― ソ ンゴー ラ族 エ ニ ャ支 族 の場 合.

［NFII・CHI-MAMBA(鱗 の 魚)か らZ47～49,Z60～61の2系 列 を,NFII・CHI・BOSELO(ぬ る

ぬ る の魚)か らZ77～79,Z96～99の2系 列 を選 ん で 示 す.］

85,ロ ヶ レ ・ヤオヵ ンジ ャ75と それ ほ ど大 きな

差 はな くな って くる.ザ イール川 の魚の分類 体系

は,ひ とつ の種 に成長段階 に よって異な る方 名を

与 え る場合が 多い とい うのが タンガニイ カ湖 と比

較 した場合 の特徴で あ るといえ よ う.

タ ンガニイカ湖 の魚類相 の特徴 は,カ ワス ズメ

科が約70%を 占め ることで,そ の多 くは,15cm

に満 たない小 魚であ る.ブ ワ リ族,ベ ンベ族,ヴ

ィラ族 のいずれ もが,カ ワスズ メ科 の小魚をすべ

てほ う り込むLENDA(ヴ ィラ語 も同 じ,ベ ンベ

語 はILENDA)と い うフ ォー ク ・カテ ゴ リーを

もってい ることは,こ の ようなタ ンガ ニイ カ湖魚

類 の種組成 と深 いかかわ りが あ ると考 え られ る.

エ ニャ支族 で"出 世 魚"〔L.S.〕 の系 列に入れ

られている魚種は例外なく大 きくなる 魚 で あ っ

た.体 長が50cm以 上になる魚は,ザ イール川

では筆者が見たものだけで17種 を数える一方,

タンガニイカ湖では5種 のみであった.エ ニャ支

族では生長す るにつれて名が変 る魚の,名 が変る

境界の大 きさがほぼきまっているとい う特徴があ

った.NFII-CHI-MAMBA(鱗 の 魚)で は体高を

ichanja(掌)で 表わ し,"掌1つ"と"掌2つ"

が その境界 にな っ て い る.NFII-CHI-BOSELO

(ぬる ぬ るの魚)で はmbe-kaboko(腕 ほ ど),

mbe-kikuchu(ふ く らはぎほ ど),mbe-ibimbi

(ふと ももほ ど)の3つ の尺度 が境界にな ってい

る(図7).こ の ことは,前 者が最大3つ の生長段

階か らな り,後 者が最大4つ の生長段階か らな る
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図8 魚 類 の成 長段 階 の区 分― ブ ワ リ族 の 場 合.

[ダ ガー(T3～9)と ナ イ ルパ ー チ 類(T45～53)の 例 を示 す.数 字 は体 長(standard length)を

ミ リメ ー トル で 表 わ す.]

ことと対応 してい る.

タ ンガニイカ湖では獲れ る量 が多い ダガー2種

(T3～9)が 体長100mm以 下 の小魚であ るに も

かかわ らず3か ら4の 段階 に分 け られてい る(図

8).中 型 のmikekeや 大 型のナイルパ ーチ類 も

"出世 魚"で はあ るが
,ザ イ ール川の よ うな大 き

さ との関連は希薄にな ってい るように思われ る.

4.2.3.生 業 経済 と民俗分類

ザイール川 の ソンゴーラ族の漁法 として25種

類 を記 録 した.森 林に居住す るクコ支族にだけ認

め られ る もの(f42～45),今 で は お こなわれな

い もの(f54,f57)を 除 くと漁撈 民であ るエ ニャ

支族は,19の 漁法 を季節 と水位変動 に応 じて 使

い分けてい る.さ まざまな漁法 の中で現在 もっと

も頻繁 な活動 が見 られ るのは,流 し網 漁(f51～

53),減 水 期 に活動 の ピー クを も つ ロ レ カ漁(f

46),満 水 期に ピークを もつ刺 し網漁(f58)で あ

る.ナ イ ロン製 の網が普及す る以前は現在 よ りも

釣 り(f31～36)の 重 要性が大 きか った とい うが,

漁撈 活動 の中心 は,網 漁 とロ レカ漁に置かれてい

た よ うで あ る.ロ レカ漁で獲れ る魚は,NFII-

CHI-LOLEKA(ロ レカの魚)と 総称 され るが,

概 して小 魚が多い.そ れに対 して網 漁では,網 目

の大 きさに対応 した さまざまな大 きさの魚が獲れ

る.昔 は,け もの用 のハ ンテ ィング ・ネ ッ トと全

く同 じものを用 いていたがその網 目は,指6～7

本 分(makila)と 指4本 分(kakila)の 流 し網 が

主で あった.あ る網 の 目で獲れ る魚 の大 きさはほ

ぼ一定 していて,魚 の大 きさを,体 長ではな くて

体高 または太 さで表 現す るエ ニャ支族の認知様式

は,こ の よ うな網 漁 の存在 と一定 の結びつ きを も

っていた のか も しれな い.ま た,魚 の大 きさに関

して,1)網 にかか らぬ ほ ど小 さな もの,2)kaki-

laで 獲 れ るもの,3)makilaで 獲 れ るもの,4)

網 目に入 らぬほ ど大 きなもの とい う4つ の段階分

けが,漁 獲そ のものの中に 自然 にあ らわれた と考

え ることがで きる.こ の ことが,1)エ ニ ャ支族で

は体 の大 きい 魚だけが"出 世 魚"に な りうる,2)

"出 世"段 階 の境 界が図7に 見た よ うに 「鱗 の魚」

と 「ぬ るぬ るの魚」 のそれ ぞれについてほぼ一定

してお り,整 合性が あるとい う魚類 の民俗分類体

系の形成に結びつい ているのでは な い か と考 え
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る.

エ ニャ支族 の魚類 の民俗分類 のも う一つ の特徴

は民俗分類 の レヴェルが,同 じバ ン トゥー語系 の

トゥンブ ウェ語 の例(松 井,1979,P.24)な ど と

比べ て多い ことで ある.こ の レヴェルの多 さの よ

って来 た るところは,1)魚 類 の民俗分類で は 通

常 カ ヴァー トになって いる,"鱗 の有無","毒 棘

の有無"に 基 くカテ ゴリーが エ ニャ支族 ではオ ヴ

ァー トに命 名 されてい るとい う点 と,2)対 個 別

名比11.4%と い うことか ら明 らかな よ うに,比

較的 多 くの包括名を もつ とい う2点 であ ると考 え

られ る.こ こでは,包 括名が多 い ことの意味だ け

を考察 してお きたい.エ ニ ャ支族 の成年 な らば,

魚 の姿を見て,ほ とん ど即座にそ の個別名 を与 え

ることがで きるか らエ ニ ャ支族 内で多 くの包括名

が果 た している役割は理解 し難 く思わ れ る.こ こ

で,エ ニ ャ支族が クコ支族 との間 でお こな ってい

る伝統的 な物 々交換 との関連 を考 えてみ たい.エ

ニャ支族 の男は,魚 を クコ支族 の女の もた らす農

作物 と週一度 の物 々 交換市(kichuka-ki-kaye-

keyeke,図2参 照)で 交換 してい る.魚 名を詳 し

く知 らない農耕民 の女た ち との コ ミュニケーシ ョ

ンのため に,多 数 の個別名に代 るもの としてい く

つか の包括名が用意 された と考え る ことは 自然 で

ある.ク コ支族がエ ニャ支族の包括名(MANDA,

MOKASA,MPENGELE等)と 同 じ方名 を個別

名 として用いてい ることは,上 記 の ような物 々交

換関係 の累 積 と関係があ ろ う.魚 の共通語名 の機

能 もこのよ うな,異 な る生活環境 と生業を もつ集

団間 のコ ミュニケーシ ョンを助け るとい う点で理

解で きよ う.

タ ンガニイ カ湖で取 り上げた3部 族は,現 在い

ずれ もダガー漁に著 し く偏 った漁撈 生活を営んで

い る.こ れについで重要なのは,ア カメ科 の小型

の1種(T52)と 比 較的大型 の3種(T46,T48

T50),そ れ とカ ワスズメ科 の1種(T62)を 対

象 とす る漁撈 活動であ る.ウ ヴ ィラの市場では,

こ のほかにオオナマズ(T35)や ギ ギの1種(T

34)も しば しぼ見かけた.ブ ワリ族には既述 の17

種 類 の漁法があ りは したが,ダ ガーを対象 とす る

たも網(f86)と 地曳網(f84)以 外は誰もがおこ

な う漁法ではなく,現 在では全 くおこなわれな く

なっている漁法 も5つ(f64,f66,f67,f81,

f82)を 数えた.ブ ワリ族は,伝 統的に焼畑への

依存度が低 く,人 々のほとんどはダガーによる現

金収入に頼 って生活している.彼 ら自身が言 うよ

うに 「ダガー以外の魚は食べ る分 しか獲らない」

のである.こ のような換金経済のもとで,経 済的

に重要な魚種に多 くの生長段階が見られるに至っ

ている(図8参 照).ブ ワリ族のダガーの 民俗分

類の構造は,ヴ ィラ族のそれ とほとんど同一であ

る.ブ ワリ,ヴ ィラの両部族 より遅れて湖岸に進

出し,漁 撈に専業化 したといわれるベ ンベ族のそ

れもほとんど同じである.こ のことは,生 長段階

による価格の違いといった経済的要因が,民 俗分

類の体系に直接インパクトを与えうるとい うこと

の傍証になろう.

筆者がタンガニイカ湖で採集 した 魚種 の 多 く

は,ダ ガーの地曳網の中に混 り込んでいたもので

あった.こ れ らは,ダ ガー干 し場にダガーととも

に干され,ダ ガーが乾燥すると袋に詰められるの

に対 し,ひ か らびたまま干 し場に打ち捨てられて

いることが多い.現 在のブワリ族の生業形態から

すれば,彼 らが79も の魚の個別名をもっている

というのは認知体系の方がエラボレー トされすぎ

ているとい う印象をまぬかれない.現 在のように

ダガーに極度に依存 した専業的換金漁業が確立 し

たのは,た かだか20年 来のことであるという.

より換金経済の度が低かった昔の漁撈生活の中で

使用されてきた魚名のあるものは,次 第に使われ

ることがな くなってゆ くといった過程にあるのだ

と考えてよいように思 う.
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 Folk-knowledge the Fish among the Songola and the Bwari-

      Comparative Ethnoichthyology of the Zaire River 

            and Lake Tanganyika Fishermen 

                      Yuji ANKEI 

   A field survey in collaboration with the Institut de Recherche Scientifique was carried 
out near Kindu and Baraka, Region du Kivu, Republique du Zaire (Sep. 1979-Feb. 1980). 
   Folk-knowledge of the fish is described in detail for the two areas. The author identi-
fied 99 species from the Zaire River and 97 species from Lake Tanganyika. 
   Songola fishermen (Enya group) along the Zaire River had 108 vernacular names and 12 
inclusive folk categories of the fish, consisting of six levels of categorization. There ex-
isted 18 series of fishes, in which one fish has two to four different vernacular names ac-
cording to its life-cycle stages (L.S. fish). All L.S. fishes of the Enya group were large-
sized fishes and their names changed by growth size. This fact was probably in accor-
dance with the mesh sizes of traditional fishnets. 
   Bwari fishermen of northern Tanganyika had 79 vernacuar names and 4 inclusive folk 
categories, consisting of three levels. There existed 8 L.S. fishes. They were diverse in 
body size and a small clupeid NDAGAA, one of the most abundant and important fishes 
for the Lake Tanganyika fishermen, had as many as four life-cycle stages according to its 
market price. 
   Thus, Lake Tanganyika fishermen had a simpler system of folk-taxonomy of the fish 
than the Zaire River fishermen- This differrence might be understood by the difference in 
the composition of the fish fauna of the two areas; in Lake Tanganyika while small-sized 
cichlid species (called inclusively as LENDA by the Bwari) are dominant, NDAGAA pre-
vails in the catch. (Received December, 1980)


